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次
郎
設
計
で
一
八
九
二
年
築
の
洋
館
建
築
、
北
尾
次
郎
邸
前
で
前
列
左
か
ら
、

長
男
・
北
尾
富フ
レ
ツ烈

、
次
郎
、
妻
ル
イ
ー
ゼ
。
旧
自
邸
は
江
戸
東
京
た
て
も
の
園

に
復
元
さ
れ
て
い
る
が
、
一
九
一
〇
年
築
の
、
ド
イ
ツ
人
建
築
家
設
計
作
品
と

解
説
さ
れ
、
展
示
名
称
も
依
然
と
し
て
「
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
邸
」
の
ま
ま
で
あ
る
。
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Takehiko
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itao
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sein

Japonism
us"

ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
作
家
と
し
て
の
北
尾
次
郎

広
瀬
毅
彦

は
じ
め
に

西
脇
宏
島
根
大
学
教
授
を
座
長
と
す
る
「
北
尾
次
郎
ル
ネ
サ
ン
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で

は
、
北
尾
次
郎
の
芸
術
性
に
つ
い
て
、
島
根
県
民
に
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
作

品
集
と
す
る
こ
と
を
研
究
成
果
社
会
還
元
の
一
つ
と
考
え
、
建
築
デ
ザ
イ
ン
分
野
で
北
尾

次
郎
が
ド
イ
ツ
留
学
中
、
下
絵
制
作
し
た
と
み
ら
れ
る
レ
リ
ー
フ
作
品
写
真
を
、
筆
者
が

ド
イ
ツ
で
発
見
し
た
こ
と
か
ら
、北
尾
次
郎
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
作
品
集
編
集
を
一
任
さ
れ
た
。

こ
こ
で
御
紹
介
す
る
、北
尾
次
郎
が
描
い
た
挿
絵
画
の
入
っ
た
長
編
ド
イ
ツ
語
小
説『
森

の
女
神
』
は
、
北
尾
次
郎
直
系
の
孫
か
ら
寄
贈
を
受
け
た
島
根
県
立
図
書
館
（
松
江
市
）

で
保
管
さ
れ
て
お
り
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
化
さ
れ
、
来
館
者
に
限
り
、
館
内
限
定
閲
覧
す
る
こ
と
が

で
き
る
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
貸
出
は
相
互
貸
借
含
め
て
不
可
で
あ
る
の
で
、
来
淞
が
必
要
で
あ
る
）。

後
述
す
る
様
に
、
北
尾
次
郎
の
絵
画
作
品
に
は
、
島
根
県
民
で
あ
れ
ば
、
一
目
で
わ
か

る
よ
う
な
、
一
風
変
わ
っ
た
湖
水
風
景
が
し
ば
し
ば
背
景
に
描
か
れ
、
そ
れ
が
宍
道
湖
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
気
付
か
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
と
同
時
に
、
北
尾
次

郎
が
留
学
し
、
一
三
年
ほ
ど
滞
在
し
た
ベ
ル
リ
ン
と
そ
の
周
辺
の
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
グ
州

の
風
景
も
、
湖
水
、
河
川
、
葦
原
、
松
林
の
連
続
で
あ
り
、
明
治
期
松
江
の
風
景
と
も
類

似
し
て
い
る
。
こ
の
段
階
で
既
に
、
日
本
で
も
な
い
、
ド
イ
ツ
で
も
な
い
、
彼
の
頭
の
中

で
作
ら
れ
た
世
界
が
あ
り
、
そ
の
構
成
や
題
材
、
画
面
の
ま
と
め
方
が
当
時
流
行
し
は
じ

め
た
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
、
北
尾
次
郎
を
ド
イ
ツ

に
お
け
る
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
作
品
の
先
駆
者
と
す
る
位
置
付
け
を
行
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
で
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
研
究
は
、
外
国
人
が
日
本
の
美
術
か

ら
感
化
を
受
け
、
刺
激
を
得
た
こ
と
で
、
新
た
な
作
風
を
も
た
ら
し
た
と
認
め
ら
れ
る
も

の
を
対
象
に
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
日
本
人
作
家
が
海
外
で
生
活
し
な
が
ら
、
恰
も
西
洋

人
が
描
く
日
本
の
よ
う
な
和
洋
折
衷
風
に
仕
上
げ
た
作
品
を
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
ジ
ャ
ン
ル

に
入
れ
て
良
い
の
か
ど
う
か
は
、ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
定
義
を
巡
る
議
論
次
第
と
も
な
ろ
う
。

但
し
、
ナ
ン
シ
ー
に
於
け
る
高
島
北
海
（
一
八
五
〇
～
一
九
三
一
）
で
は
、
日
本
人
が

制
作
し
た
作
品
で
あ
っ
て
も
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
研
究
対
象
と
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
か

ら
、
本
件
で
も
こ
れ
に
倣
い
、
北
尾
次
郎
を
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
作
家
と
看
做
し
た
。

さ
て
、
北
尾
次
郎
の
絵
画
に
登
場
す
る
女
性
で
あ
る
が
、
そ
の
殆
ど
が
着
物
を
ま
と
っ

た
西
洋
人
女
性
で
あ
り
、
裸
体
画
も
多
い
。
帰
国
後
は
、
裸
体
画
の
論
客
と
し
て
、
美
術

評
論
を
発
表
し
て
き
て
お
り
、
ド
イ
ツ
語
文
藝
雑
誌
の
共
同
編
集
を
通
じ
て
森
鷗
外
と
も

交
流
が
あ
り
、
表
紙
画
も
描
い
て
い
る
。
鷗
外
に
よ
っ
て
雑
誌
の
表
紙
画
を
任
さ
れ
た
こ

と
が
、
北
尾
次
郎
に
対
す
る
画
家
と
し
て
の
評
価
と
も
な
る
で
あ
ろ
う
。

冒
頭
に
あ
た
り
、
島
根
大
学
、
西
脇
宏
教
授
並
び
に
史
料
の
直
接
閲
覧
機
会
を
与
え
て

下
さ
っ
た
島
根
県
立
図
書
館
、
ベ
ル
リ
ン
市
立
図
書
館
、
及
び
科
研
費
に
よ
る
研
究
成
果

出
版
機
会
に
浴
し
た
こ
と
を
感
謝
し
た
い
。
ま
た
、
北
尾
次
郎
の
御
子
孫
に
は
様
々
な
史

料
提
供
で
御
世
話
に
な
っ
た
。
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
、
尚
、
本
文
中
の
敬
称
は
略

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。（
印
刷
版
で
は
、
全
作
品
カ
ラ
ー
で
あ
る
が
、
リ
ポ
ジ
ト
リ
公
開
版

で
は
モ
ノ
ク
ロ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
）
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第
一
章

芸
術
家
と
し
て
の
北
尾
次
郎
発
見

北
尾
次
郎
の
芸
術
家
と
し
て
の
評
価
を
最
初
に
試
み
た
論
文
と
し
て
は
、「
知
ら
れ
ざ
る

北
尾
次
郎

～
物
理
学
者
・
小
説
家
・
画
家
～
」（
西
脇
宏
・
猿
田
量
・
若
林
一
弘
、
島
根

大
学
紀
要
『
山
陰
地
域
研
究
（
伝
統
文
化
）』
第
五
号
、
五
七
頁
以
下
、
一
九
八
九
年
三
月
）

を
ま
ず
挙
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
同
論
文
は
、「
北
尾
次
郎
の
名
前
は
忘
れ
去
ら
れ
て
い
る
。

物
理
学
者
と
し
て
の
次
郎
は
、
歴
史
的
評
価
と
い
う
名
の
墓
所
に
葬
ら
れ
、
存
命
中
に
お

い
て
さ
え
知
ら
れ
ざ
る
側
面
で
あ
っ
た
小
説
家
、
画
家
と
し
て
は
、
未
だ
か
つ
て
評
価
の

対
象
に
す
ら
な
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
偶
然
の
き
っ
か
け
で
島
根
県
立
図
書
館
所
蔵
の

次
郎
の
遺
稿
を
目
に
し
、
我
々
は
こ
の
不
当
に
も
忘
れ
去
ら
れ
た
人
物
の
事
蹟
の
調
査
を

開
始
し
た
」
と
書
き
始
め
ら
れ
る
。
北
尾
次
郎
が
手
書
き
で
原
稿
と
挿
絵
画
を
描
き
続
け

た
、
合
計
約
五
五
〇
〇
ペ
ー
ジ
、
製
本
状
態
で
二
二
冊
分
も
の
長
編
小
説
が
ど
の
よ
う
な

形
態
で
保
存
さ
れ
て
い
る
か
を
ま
と
め
、
北
尾
次
郎
の
略
歴
と
と
も
に
解
説
す
る
内
容
で

あ
る
。
現
時
点
で
は
、
リ
ポ
ジ
ト
リ
上
で
は
公
開
さ
れ
て
い
な
い
論
文
だ
が
、
コ
ン
パ
ク

ト
に
北
尾
次
郎
の
業
績
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
挿
絵
に
つ
い
て
の
評
価
と
し
て
、

「
１
、
日
本
人
の
西
洋
画
製
作
の
初
期
の
一
例
と
し
て
の
意
義

独
文
小
説
》Waldnym

phe

《
千
点
を
超
え
る
挿
画
は
、
北
尾
次
郎
が
職
業
的
な
画
家

で
な
か
っ
た
と
い
う
限
定
は
あ
る
に
せ
よ
、
素
人
離
れ
し
た
達
成
度
を
持
つ
こ
と
の

他
に
、
い
く
つ
か
の
重
要
な
意
義
を
有
し
て
い
る
。

第
一
は
、
北
尾
次
郎
が
明
治
政
府
に
よ
る
最
初
期
の
留
学
生
で
あ
っ
た
こ
と
で
、

》W
aldnym

phe

《挿
画
は
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
素
材
と
手
法
で
西
洋
紙
に
鉛
筆
ま
た
は
、

ペ
ン
と
イ
ン
ク
、
あ
る
い
は
水
彩
絵
の
具
で
描
か
れ
た
滞
欧
日
本
人
に
よ
る
最
初
期

の
作
品
に
数
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
幕
末
よ
り
日
本
に
は
西
洋
絵
画
を
学
ぼ
う
と

す
る
動
き
は
あ
っ
た
が
、
直
接
に
欧
米
の
世
界
と
美
術
に
接
し
え
た
者
は
彼
以
前
あ

る
い
は
同
じ
時
期
に
は
わ
ず
か
に
国
沢
新
九
郎
や
川
村
清
雄
、
山
本
芳
翠
が
あ
る
に

過
ぎ
な
い
。
ド
イ
ツ
に
限
れ
ば
、
森
鷗
外
と
の
交
流
を
知
ら
れ
る
原
田
直
次
郎
の
留

学
は
、
北
尾
次
郎
が
帰
国
し
た
翌
年
の
明
治
一
七
年
で
あ
る
。

第
二
に
、
大
量
の
裸
体
像
、
裸
体
婦
を
描
い
た
こ
と
で
あ
る
。
》W

aldnym
phe

《挿

画
は
結
局
、
公
開
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
一
般
的
影
響
は
な
か
っ
た
が
、
錦
絵
春
画

を
除
け
ば
、
こ
れ
だ
け
の
数
量
の
裸
体
像
を
描
い
た
日
本
人
画
家
は
こ
の
当
時
見
ら

れ
な
い
。
更
に
、
ア
マ
チ
ュ
ア
の
西
洋
美
術
受
容
の
例
証
の
面
が
あ
る
。
彼
が
日
本

で
少
年
期
ま
で
を
過
ご
し
た
幕
末
か
ら
明
治
初
期
は
、
木
版
の
挿
絵
本
が
大
量
に
生

み
出
さ
れ
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
が
、
彼
が
十
代
後
半
か
ら
二
〇
代
を
過
ご
し
た
普

仏
戦
争
以
後
の
ド
イ
ツ
も
挿
絵
本
の
流
行
期
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
環
境
の
中
で
彼
の
製
作
は
挿
画
小
説
の
形
を
と
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
従
っ

て
、
》Waldnym

phe

《挿
画
に
は
東
西
の
挿
画
本
の
反
映
が
見
出
さ
れ
、
あ
る
個
人
、

そ
れ
も
理
数
学
者
の
中
で
両
者
の
混
交
を
生
じ
て
い
る
こ
と
が
興
味
深
い
。
ま
た
小

説
の
挿
画
と
い
う
こ
と
を
離
れ
て
も
幕
末
人
と
西
洋
美
術
と
の
関
係
を
物
語
る
重
要

な
事
例
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。」

「
画
面
に
明
確
な
年
記
の
あ
る
作
品
が
あ
る
こ
と
と
、
手
稿
の
製
本
年
次
か
ら
お
お

よ
そ
の
製
作
年
代
が
推
定
で
き
る
。
す
な
わ
ち
一
八
八
一
年
の
記
入
の
あ
る
一
連
の

ペ
ン
画
の
存
在
と
、
散
見
さ
れ
る
一
八
八
〇
年
、
一
八
八
二
年
の
作
品
が
ほ
ぼ
同
一

の
ペ
ン
さ
ば
き
を
見
せ
、
か
つ
用
紙
が
同
一
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
一
の
用
紙
に
主

と
し
て
ペ
ン
と
イ
ン
ク
で
描
か
れ
た
作
品
は
、
概
ね
そ
の
数
年
間
の
製
作
と
判
断
さ

れ
る
。」

こ
の
時
点
で
は
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
か
ら
の
観
点
は
な
く
、
ド
イ
ツ
留
学
中
に
（
一
八
七

〇
～
一
八
八
三
）
彼
の
作
品
が
何
ら
か
の
形
で
評
価
さ
れ
、
発
表
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か

ま
で
は
判
明
し
て
い
な
か
っ
た
。
西
脇
ら
の
調
査
は
、
松
江
側
に
残
る
史
料
の
み
に
基
づ

い
た
も
の
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
北
尾
次
郎
の
業
績
を
示
す
史
料
が
見
当
た
ら
な
か

っ
た
た
め
で
あ
る
。（
尚
、
当
時
の
調
査
後
、
松
江
側
に
あ
っ
た
北
尾
書
翰
の
相
当
数
が
散

逸
し
、
現
在
で
は
西
脇
ら
が
記
録
し
た
コ
ピ
ー
し
か
な
い
史
料
が
多
い
と
い
う
。）

- 3 -

第
二
章

芸
術
家
と
し
て
の
芽
生
え
と
漢
学
の
素
養

最
初
期
の
絵
画
と
し
て
発
見
で
き
た
も
の
は
、
松
田

武
「
森
岡
敬
三
「
四
海
結
盟
薄
」
と
森
鼻
宗
次
書
簡:

初
期
大
阪
医
学
校
の
ひ
と
び
と
」（『
大
阪
大
学
史
紀
要
』

第
三
巻
）
に
収
録
さ
れ
て
い
た
、
次
の
絵
で
あ
る
。

「「
四
海
結
盟
簿
」
は
明
治
二
、
三
年
頃
、
森
岡

敬
三
が
医
学
伝
習
生
と
し
て
親
し
く
接
し
た
人

々
の
交
遊
録
と
で
も
い
う
も
の
で
、
四
八
名
の
友

人
た
ち
の
署
名
が
あ
る
」（
同
一
二
九
頁
）

四
海
結
盟
簿
で
は
、
北
尾
次
郎
は
そ
の
四
一
番
目
に

登
場
し
、そ
の
前
が
、後
に
薬
学
者
と
な
る
高
峯
譲
吉
。

「
山
陰
道
之
中
心

松
村
ナ
ラ
ラ

北
尾
次
郎
」
と
あ

っ
て
、宍
道
湖
を
詠
ん
だ
と
み
ら
れ
る
漢
詩
に
添
え
て
、

北
尾
の
絵
ら
し
き
も
の
が
描
か
れ
て
い
た
。

烟
雨
江
上
歌

烟
雨
江
一
葉
舩
江
上
烟

深
舩
不
前
為
報
江
東
荻

芦
洲
烟
江
上
鳴
柰
焉

柰柰柰
(

漢
詩
と
絵
は
同
一
三
四
頁
）

北
尾
次
郎
は
、
一
八
七
〇
年
一
二
月
（
明
治
三
）
に

洋
行
し
た
た
め
、
こ
れ
は
明
治
二
、
三
年
頃
の
作
で
あ

ろ
う
。
年
齢
は
、
ま
だ
満
一
二
か
一
三
歳
で
あ
る
。

湖
水
と
山
、
そ
れ
も
稜
線
が
二
つ
重
な
り
合
う
よ
う
な
構
図
は
、
ド
イ
ツ
で
の
挿
絵
作

品
に
も
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。
添
え
ら
れ
た
漢
詩
か
ら
、
松
江
の
情
景
と
推
測
さ
れ
る
。

揮
毫
を
求
め
ら
れ
即
興
、
ペ
ン
で
線
書
き
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

北
尾
次
郎
は
、藩
主
松
平
家
に
仕

え
る
藩
医
・
松
村
家
に
生
ま
れ
、幼

名
は
録
次
郎
、
ド
イ
ツ
留
学
前
に
、

同
じ
く
藩
医
の
北
尾
家
へ
養
子
に

入
っ
た
た
め
、
北
尾
姓
に
変
っ
た
。

北
尾
家
は
筆
頭
御
典
医
で
あ
っ
た
。

驚
く
べ
き
記
憶
力
を
発
揮
し
、四

書
五
経
な
ど
漢
学
の
素
養
を
吸
収
、

ど
の
部
分
を
試
問
し
て
も
、た
ち
ど

こ
ろ
に
流
麗
な
回
答
が
で
き
る
天

才
児
で
あ
っ
た
。し
か
し
同
世
代
の

子
供
た
ち
と
遊
ぶ
こ
と
は
苦
手
で
、

塾
の
押
し
入
れ
に
明
か
り
取
り
の

穴
を
あ
け
、一
人
静
か
に
読
書
を
し

て
い
た
と
い
う
。
文
選
、
史
記
、
通

鑑
な
ど
を
片
っ
端
か
ら
暗
記
し
て

い
っ
た
。
勉
学
に
疲
れ
る
と
、

須
衛
都
久
神
社
の
松
に
寄
り
か
か

す

え

つ

ぐ

っ
て
物
思
い
に
ふ
け
っ
た
と
い
う
。

従
来
生
年
が
一
八
五
三
年
か
、一

八
五
四
年
な
の
か
二
説
あ
っ
た
が
、

筆
者
の
ベ
ル
リ
ン
大
で
の
調
査
に

よ
り
独
語
自
筆
履
歴
書
か
ら
、一
八

五
六
年
説
を
と
る
こ
と
に
し
た
。

(

写
真
左
上

留
学
先
か
ら
の
手
紙
に

描
か
れ
て
い
た
自
画
像
と
勉
強
部
屋
）
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第
三
章

「
海
外
留
学
生
淘
汰
」
が
眠
れ
る
才
能
を
奮
い
立
た
せ
る

北
尾
次
郎
が
プ
ロ
イ
セ
ン
に
到
着
し
た
時
、
ま
だ
弱
冠
一
四
歳
だ
っ
た
。
日
本
か
ら
の

留
学
生
は
、誰
も
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
は
卒
業
し
て
い
な
い
が
、大
学
へ
の
入
学
を
許
さ
れ
た
。

ド
イ
ツ
人
の
場
合
だ
と
、
ア
ピ
ト
ゥ
ー
ア
な
る
試
験
を
受
け
ね
ば
な
ら
ず
、
特
に
ラ
テ

ン
語
が
受
験
生
を
苦
し
め
た
。
幸
い
北
尾
次
郎
は
免
除
さ
れ
て
い
た
が
、
語
学
の
勉
強
を

兼
ね
、
二
年
間
は
私
塾
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
教
養
を
身
に
つ
け
る
べ
く
学
ん
だ
。
美
術
に

触
れ
た
の
は
、
こ
の
最
初
の
二
年
間
で
、
北
尾
次
郎
の
帰
国
後
の
履
歴
書
に
も
、
簡
単
な

記
載
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
一
八
七
三
年
に
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
へ
入
学
す
る
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
年
に
、
日
本
で
は
海
外
留
学
生
の
予
算
が
膨
れ
あ
が
っ
て
い
る
と
し

て
、一
旦
全
て
の
留
学
生
を
呼
び
戻
し
、そ
の
後
改
め
て
選
抜
し
直
し
て
送
る
と
い
う
「
海

外
留
学
生
淘
汰
」
の
命
令
が
出
さ
れ
た
。
全
て
の
留
学
生
は
、
二
ヶ
月
以
内
に
帰
国
す
れ

ば
帰
り
の
船
賃
も
出
す
が
、
こ
れ
を
拒
否
す
れ
ば
、
私
費
留
学
と
な
り
、
帰
国
旅
費
も
自

腹
に
な
る
が
い
い
か
、
と
い
う
、
ま
さ
に
新
政
府
の
朝
令
暮
改
ぶ
り
で
あ
っ
た
。

背
景
に
は
、
初
期
の
海
外
留
学
生
制
度
利
用
者
の
大
半
が
、
維
新
の
論
功
で
、
薩
長
政

府
関
係
者
に
偏
っ
て
い
た
こ
と
、
全
く
勉
強
す
る
気
が
な
い
留
学
生
が
、
ロ
ン
ド
ン
で
は

高
級
ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
原
因
で
あ
り
、
北
尾
次
郎
と
同
じ
く
ベ
ル
リ

ン
に
留
学
し
て
い
た
、
北
白
川
能
久
親
王
な
ど
は
、
ド
イ
ツ
人
の
貴
族
女
性
と
浮
名
を
流

し
、
結
婚
し
た
い
と
言
い
出
し
て
新
聞
沙
汰
に
な
り
、
皇
族
の
場
合
、
と
り
わ
け
多
額
の

滞
在
予
算
を
必
要
と
し
た
こ
と
か
ら
、
政
府
内
で
も
批
判
が
高
ま
っ
た
た
め
で
あ
る
。

尤
も
そ
の
煽
り
を
食
ら
っ
た
の

が
、
北
尾
次
郎
ら
真
面
目
な
留
学
生

達
で
あ
っ
て
、
青
木
周
蔵
（
後
の
外

務
大
臣
）、
長
井
長
義
（
薬
学
者
）
ら

は
残
留
を
決
意
し
、
北
尾
次
郎
も
こ

れ
に
従
っ
た
。
学
成
る
迄
は
故
国
の

土
を
踏
む
ま
い
、の
決
意
が
あ
っ
た
。

ベルリンにて

北
尾
次
郎
は
留
学
生
一
行
の
中
で
最
年
少
で
あ
り
、
最
も
優
秀
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

現
地
で
知
り
合
っ
た
ド
イ
ツ
人
が
資
金
援
助
や
生
活
援
助
を
申
し
出
て
く
れ
て
も
い
る
。

更
に
、
得
意
の
数
学
の
家
庭
教
師
、
新
聞
雑
誌
へ
の
投
稿
な
ど
で
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
続

け
、
見
事
に
博
士
号
を
取
得
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
北
尾
次
郎
研
究
の
中
で
は
、
こ
の
苦
学

時
代
、
ど
の
よ
う
な
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
た
か
が
全
く
不
明
だ
っ
た
。
新
聞
雑
誌
へ
の

投
稿
と
い
っ
て
も
、
日
本
向
け
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
ド
イ
ツ
の
出
版
物
と
考
え
ら
れ
て

き
た
が
、
膨
大
に
調
査
対
象
が
あ
る
う
え
、
署
名
記
事
か
ど
う
か
も
不
明
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
全
く
の
手
付
か
ず
で
あ
っ
た
が
、
最
近
の
筆
者
の
調
査
に
よ
り
月
刊
誌
で
「
日
本
の

神
々
」と
題
す
る
連
載
記
事
を
、実
名
で
独
語
で
執
筆
し
て
い
た
こ
と
が
一
つ
わ
か
っ
た
。

記
事
に
は
、
わ
ず
か
二
年
間
で
ド
イ
ツ
語
を
完
璧
に
マ
ス
タ
ー
し
た
大
天
才
で
あ
る
と

当
時
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
い
く
つ
か
の
イ
ラ
ス
ト
や
カ
ッ
ト
が
、
挿
絵
画
で
見
慣
れ
た
北

尾
次
郎
の
筆
で
あ
る
こ
と
も
見
て
と
れ
た
。
突
然
、
官
費
留
学
か
ら
の
資
金
を
失
っ
た
北

尾
次
郎
で
は
あ
っ
た
が
、
逆
に
、
眠
れ
る
芸
術
的
才
能
が
開
花
し
、
ド
イ
ツ
人
た
ち
と
本

音
で
付
き
合
う
必
要
性
が
生
ま
れ
た
点
で
は
、マ
イ
ナ
ス
面
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
の
だ
。

帰
国
後
、
北
尾
次
郎
邸
に
出
入
り
し
た
出
版
社
元
職
員
の
回
想
と
し
て
、

（
北
尾
次
郎
に
は
）「
独
逸
の
人
間
は
親
切
で
あ
る
、
ド
ー
モ
日
本
人
は
そ
ん
な
に
な

い
な
ど
の
感
じ
が
あ
っ
た
ら
し
い
、
そ
の
一
例
に
て
の
御
話
は
、
自
分
は
官
費
留
学

生
で
あ
っ
た
が
、
一
時
中
止
と
な
っ
た
、
そ
の
時
は
実
に
困
っ
た
、
何
分
金
が
な
け

れ
ば
帰
朝
す
る
よ
り
他
仕
方
な
い
か
ら
、
そ
の
為
懇
志
な
先
へ
挨
拶
に
行
き
し
に
、

或
人
が
、
君
い
ま
日
本
に
帰
っ
た
と
て
未
だ
何
も
出
来
て
居
な
く
て
は
仕
様
が
な
い

で
は
な
い
か
、
一
つ
の
事
が
出
来
た
ら
帰
る
が
よ
い
と
の
こ
と
、
何
分
官
費
中
止
と

な
り
て
は
資
金
が
続
か
ぬ
、
日
本
は
程
度
が
卑
い
か
ら
融
通
が
出
来
ぬ
こ
と
を
云
い

し
か
ば
、
君
一
人
所
用
の
金
位
些
々
た
る
も
の
故
、
取
換
て
や
る
か
ら
帰
ら
ず
に
勉

強
せ
よ
」。（
西
脇
宏
「
桑
原
羊
次
郎
著
『
北
尾
次
郎
博
士
の
逸
話
』
付
米
田
稔
述
『
北

尾
先
生
の
思
出
』
～
紹
介
と
翻
刻
～
」、『
島
大
言
語
文
化
』
島
根
大
学
法
文
学
部
紀

要
言
語
文
化
学
科
編
、
第
六
巻
、
一
三
二
頁
）
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第
四
章

た
て
も
の
園
復
元
・
北
尾
次
郎
邸
食
堂
レ
リ
ー
フ
作
者
に
辿
り
着
く
ま
で

筆
者
の
前
稿
「
建
築
家
と
し
て
の
北
尾
次
郎
～
「
北
尾
次
郎
邸
か
、
デ
ラ
ラ
ン
デ
邸

か
？
」
東
信
濃
町
に
創
建
さ
れ
た
北
尾
次
郎
自
邸
洋
館
建
築
の
設
計
者
名
を
巡
る
論
争
並

び
に
明
治
初
期
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
伝
播
過
程
の
観
点
か
ら
み
た
北
尾
次
郎
建
築
工
芸
作
品
の

評
価
に
つ
い
て
～
」（『
北
尾
次
郎
ル
ネ
サ
ン
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
報
告
書
』、
二
〇
一
六

年
二
月
）
で
、
せ
っ
か
く
小
金
井
市
の
都
立
江
戸
東
京
博
物
館
分
館
・
江
戸
東
京
た
て
も

の
園
内
に
、
北
尾
次
郎
の
自
邸
建
築
が
復
元
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
ド
イ
ツ
人
建
築
家
デ
ラ

ラ
ン
デ
が
設
計
し
た
自
邸
建
築
と
し
て
解
説
さ
れ
、
展
示
建
物
名
称
も
、
本
来
は
創
建
者

に
し
て
施
主
、
所
有
者
で
も
あ
っ
た
「
北
尾
次
郎
邸
」
と
す
べ
き
を
「
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
邸
」

に
さ
れ
、
所
有
者
で
も
な
か
っ
た
短
期
の
借
家
人
デ
ラ
ラ
ン
デ
の
名
と
さ
れ
た
ま
ま
で
あ

る
問
題
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。
前
稿
で
の
要
点
を
示
す
と
、

⑴
北
尾
次
郎
設
計
建
物
で
あ
っ
た
こ
と
は
当
時
の
文
献
上
か
ら
既
に
明
ら
か
だ
っ
た

北
尾
次
郎
の
没
後
直
後
に
、
弟
子
で
あ
る
稲
垣
乙
丙
東
大
教
授
が
、
月
刊
誌
『
科
學
世

界
』
に
発
表
し
た
北
尾
次
郎
の
業
績
紹
介
の
記
事
中
に
「
先
生
帰
朝
の
後
一
時
は
東
京
駒

場
農
科
大
学
内
の
官
舎
に
僑
居
せ
ら
れ
し
も
後
地
を
四
谷
區
東
信
濃
町
に
相
し
自
ら
設
計

し
て
一
家
を
建
築
し
移
住
せ
ら
れ
た
り
き
」（
一
九
〇
七
年
第
一
巻
第
四
号
、
四
一
五
頁
）

と
あ
り
、
設
計
者
が
北
尾
次
郎
そ
の
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
収
蔵
決
定
委
員
だ
っ
た
、
藤
森
照
信
（
現
江
戸
東
京
博
物
館
館
長
）

は
、
本
記
事
に
つ
い
て
言
及
も
引
用
も
な
い
ま
ま
に
、
後
年
出
版
さ
れ
た
建
築
写
真
集
の

写
真
に
添
え
ら
れ
た
「
建
築
技
手
た
る
同
氏
の
設
計
に
係
る
」（『
建
築
画
報
』、
一
九
一
二

年
）
を
根
拠
文
献
と
し
て
、
北
尾
次
郎
邸
を
デ
ラ
ラ
ン
デ
設
計
作
品
だ
と
し
、
藤
森
は
た

て
も
の
園
へ
の
野
外
建
造
物
収
蔵
決
定
を
行
っ
た
。
ま
た
、
復
元
工
事
中
は
同
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
は
、
デ
ラ
ラ
ン
デ
に
よ
っ
て
建
て
替
え
ら
れ
た
建
物
で
あ
る
と
も
解
説
さ
れ

て
き
て
い
た
。
収
蔵
決
定
に
先
立
ち
、
解
体
収
納
調
査
を
実
施
し
て
い
た
が
、『
三
島
邸
解

体
調
査
報
告
書
』
が
一
般
に
公
開
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
筆
者
は
都
条
例
を
使

っ
て
、
同
報
告
書
の
開

示
請
求
を
行
い
、
関
係

し
た
研
究
者
氏
名
が
黒

塗
り
に
な
っ
て
い
た
箇

所
に
対
し
て
は
更
な
る

開
示
請
求
異
議
申
立
を

行
い
、
一
年
後
に
全
貌

を
知
る
こ
と
に
な
る
。

（
物
件
名
称
が
「
三
島

邸
」
と
な
っ
て
い
る
の

は
最
後
の
所
有
者
三
島

食
品
工
業
に
由
来
）

そ
の
結
論
部
分
で
は

「
第
四
章
総
括

第
一

節

文
化
財
的
価
値

解
体
調
査
を
通
し
、
建

物
の
変
遷
過
程
お
よ
び

技
法
・
工
法
、
技
術
的

に
も
評
価
の
高
い
内
部
空
間
の
漆
喰
装
飾
を
有
す
る
な
ど
、
学
術
的
に
も
明
治
後
期
の
貴

重
な
邸
宅
建
築
で
あ
る
こ
と
が
確
認
出
来
た
。
ま
た
既
に
国
指
定
重
要
文
化
財
と
な
っ
て

い
る
神
戸
の
旧
ト
ー
マ
ス
住
宅
（
風
見
鶏
の
館
）
の
設
計
者
で
あ
る
ゲ
オ
ル
グ
・
デ
・
ラ

ラ
ン
デ
の
自
邸
で
、
現
存
す
る
同
氏
の
数
少
な
い
作
品
と
し
て
も
特
に
重
要
な
建
物
で
あ

る
こ
と
が
判
明
し
た
。」
と
、
完
全
に
デ
ラ
ラ
ン
デ
作
品
と
す
る
報
告
書
へ
と
ま
と
め
上
げ

ら
れ
て
い
た
。
何
よ
り
平
屋
時
代
の
北
尾
邸
外
観
写
真
か
ら
建
物
の
同
一
性
は
明
ら
か
な

の
で
あ
る
が
、
な
ぜ
こ
う
な
る
の
か
。

『
科
學
世
界
』
記
事
よ
り

「
自
ら
設
計
し
て
」
と
あ
る

─ 6 ─
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⑵
食
堂
レ
リ
ー
フ
の
作
者
を
建
築
史
家
た
ち
は
デ
ラ
ラ
ン
デ
と
鑑
定
し
て
い
た

例
え
ば
、『
三
島
邸
解
体
調
査
報
告
書
』
で
は
、
風
見
鶏
の
館
の
修
復
、
復
原
に
当
た
っ

た
坂
本
勝
比
古
が
食
堂
レ
リ
ー
フ
に
つ
い
て
、次
の
よ
う
に
鑑
定
し
て
い
た
と
わ
か
っ
た
。

「
食
堂
の
壁
の
レ
リ
ー
フ
は
、
ド
イ
ツ
的
な
表
現
だ
と
思
う
。
子
供
（
天
使
）
の
表

情
等
か
ら
お
そ
ら
く
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
は
な
い
か
。
美
術
工
芸
品
と
し
て
も
価
値
が
高

い
。
内
玄
関
に
使
用
さ
れ
て
い
る
天
使
の
中
心
飾
り
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
は
な
い
か
。

ユ
ー
ゲ
ン
ト
シ
ュ
テ
ィ
ー
ル
の
ド
イ
ツ
の
世
紀
末
的
な
デ
ザ
イ
ン
で
、
暖
炉
の
焼
き

過
ぎ
煉
瓦
等
（
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
色
）
は
こ
の
時
代
の
特
色
で
も
あ
る
。」（
頁
数
不
明
）

筆
者
の
ベ
ル
リ
ン
で
の
調
査
か
ら
北
尾
次
郎
作
と
判
断
す
る
に
至
っ
た
、
レ
リ
ー
フ
作

品
を
、
坂
本
は
、
デ
ラ
ラ
ン
デ
設
計
の
一
九
一
〇
年
竣
工
で
、
ユ
ー
ゲ
ン
ト
シ
ュ
テ
ィ
ー

ル
と
作
風
判
断
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
復
元
建
物
の
場
合
、
厳
密
に
歴
史
考
証
を
行
わ

な
い
と
歴
史
捏
造
に
な
り
か
ね
な
い
危
険
性
を
、
鈴
木
博
之
は
警
告
し
て
い
る
。

「
あ
ら
ゆ
る
時
代
は
、
常
に
自
分
好
み
の
歴
史
を
要
求
す
る
。
も
っ
と
露
骨
に
言
う

な
ら
ば
、
復
元
や
復
原
は
過
去
の
栄
光
の
恢
復
と
い
う
歴
史
的
要
請
を
受
け
て
行
わ

れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
こ
で
行
わ
れ
る
行
為
は
『
あ
る
べ
き
姿
』
の
恢
復
で
あ
り
、

そ
れ
は
往
々
に
し
て
栄
光
の
過
去
の
恢
復
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
現
実
に
は
な
か
っ

た
が
、
あ
っ
て
欲
し
か
っ
た
『
あ
る
べ
き
姿
』
へ
と
容
易
に
移
行
す
る
。
そ
こ
に
も

ま
た
歴
史
の
捏
造
が
起
き
る
。」（『
復
元
の
社
会
史
』
は
し
が
き
、
二
〇
〇
六
年
）

⑶
建
物
設
計
者
名
を
巡
り
、
報
告
書
本
文
と
結
論
部
で
は
明
ら
か
な
論
理
矛
盾
が
あ
っ
た

報
告
書
で
は
、
冒
頭
「
例
言
」
で
、「
デ
ラ
ラ
ン
デ
氏
設
計
」
で
、「
一
九
一
〇
年
築
」

と
す
る
説
明
が
な
さ
れ
て
い
た
。（「
と
さ
れ
る
」
と
あ
る
の
は
、
藤
森
説
を
引
用
し
た
た

め
。
本
来
は
、
一
八
九
二
年
竣
工
の
建
物
な
の
で
、
前
提
そ
の
も
の
が
違
っ
て
い
る
。）

「
解
体
格
納
工
事
（
三
島
邸
）
は
、
江
戸
東
京
た
て
も
の
園
が
実
施
主
体
と
な
り
、

株
式
会
社
建
文
が
工
事
監
理
を
行
っ
た
。
本
工
事
に
当
た
っ
て
、
江
戸
東
京
た
て
も

の
園
野
外
収
蔵
委
員
会
委
員
の
【
藤
森
照
信
】
氏
、
東
京
都
文
化
財
保
護
審
議
会
委

員
の
【
稲
葉
和
也
】
氏
、【
河
東
義
之
】
氏
の
指
導
を
受
け
実
施
し
た
。（
中
略
）

三
島
邸
は
、
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
に
ド
イ
ツ
人
建
築
家
ゲ
オ
ル
グ
・
デ
・
ラ

ラ
ン
デ
氏
が
設
計
し
た
と
さ
れ
る
、
木
造
三
階
建
て
西
洋
式
住
宅
で
あ
る
。

本
解
体
調
査
に
よ
り
、
本
建
物
は
も
と
も
と
平
屋
建
て
で
あ
っ
た
も
の
を
三
階
建
て

へ
増
改
築
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
本
文
で
は
、
三
階
建
て
に
増
改
築
さ
れ
た

時
点
を
「
創
建
時
」
と
し
、
そ
れ
以
前
の
平
屋
建
を
「
前
身
建
物
」
と
記
述
す
る
。」

（
な
お
【

】
内
は
当
初
公
文
書
開
示
時
点
で
は
黒
塗
り
に
さ
れ
て
い
た
箇
所
）

整
理
す
る
と
、『
三
島
邸
解
体
調
査
報
告
書
』(

一
九
九
九
年)

で
は
、

①
一
九
〇
七
年
ま
で
の
、
北
尾
次
郎
が
居
住
し
て
い
た
時
代
の
平
屋
を
「
前
身
建
物
」

②
一
九
一
〇
年
以
降
は
、
新
築
で
も
な
い
の
に
全
体
を
「
創
建
建
物
」
と
し
て
表
現
し
て
い
た
。

一
九
〇
七
年
か
ら
一
九
一
〇
年
の
間
に
、
北
尾
邸
が
一
旦
解
体
さ
れ
、
一
か
ら
建
て
替

え
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
以
上
、「
前
身
」「
創
建
」
の
区
分
づ
け
は
、
誤
解
を
与
え
る
。

「
創
建
者
」
と
い
え
ば
、
最
初
に
建
物
を
建
て
た
人
物
を
さ
す
の
で
、
北
尾
次
郎
こ
そ

が
建
物
創
建
者
と
呼
ば
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
通
常
「
前
身
建
物
」
と
だ
け
聞
け
ば
、

も
は
や
現
存
し
て
い
な
い
過
去
の
建
物
と
解
釈
さ
れ
る
。
実
際
は
、
増
床
工
事
を
し
た
だ

け
な
の
に
、
増
床
工
事
後
の
建
物
を
新
築
建
物
で
あ
っ
た
と
間
違
え
る
よ
う
な
表
現
、
即

ち
「
創
建
」
と
称
す
る
こ
と
は
言
葉
の
誤
用
で
あ
っ
て
、
ト
リ
ッ
キ
ー
な
表
現
で
あ
る
。

同
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
北
尾
次
郎
が
居
住
し
て
い
た
時
代
の
建
物
は
平
屋
で
あ
っ
た
た

め
、平
屋
部
分
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
、二
階
以
上
を
平
屋
の
上
に
増
築
し
た
構
造(

御
神
楽
）

だ
っ
た
と
さ
れ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
〇
一
四
年
二
月
七
日
に
は
、
急
遽
た
て
も
の

園
内
に
設
け
ら
れ
た
「
デ
ラ
ラ
ン
デ
邸
問
題
検
証
委
員
会
」
を
代
表
し
、
堀
勇
良
が
再
び
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「
前
身
建
物
」
の
表
現
を
使
っ
て
、
江
戸
博
に
て
次
の
よ
う
に
講
演
、
解
説
し
て
い
た
。

「
デ
ラ
ラ
ン
デ
邸
に
つ
い
て
言
え
ば
、
解
体
報
告
書
の
中
で
前
身
建
物
が
あ
っ
た
と

、
、
、
、

い
う
こ
と
は
、
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
し
・
・
・
」

事
情
を
何
も
知
ら
な
い
ま
ま
聞
く
と
、
堀
の
解
説
だ
と
、
北
尾
次
郎
の
設
計
し
た
平
屋

建
物
は
明
治
末
期
に
は
既
に
無
く
な
っ
て
い
て
、
平
成
ま
で
残
っ
て
い
た
解
体
直
前
の
建

物
と
は
、そ
の
後
に
新
た
に
建
て
替
え
ら
れ
た
も
の
だ
と
し
て
受
け
取
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

（
や
や
入
り
組
ん
で
は
い
る
が
、
レ
リ
ー
フ
の
作
者
と
建
物
の
竣
工
年
、
設
計
者
名
は
一

体
関
係
に
な
る
た
め
、
こ
こ
を
整
理
し
な
い
と
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
本
題
に
入
れ
な
い
。）

そ
の
一
方
で
、
鈴
木
博
之
は
、
こ
の
藤
森
ら
の
指
導
に
よ
り
ま
と
め
ら
れ
た
『
三
島
邸

解
体
調
査
報
告
書
』
に
繰
り
返
し
用
い
ら
れ
て
い
た
、「
前
身
建
物
」「
創
建
時
建
物
」
の

表
現
・
定
義
は
お
か
し
い
と
明
確
に
指
摘
し
、
改
め
る
よ
う
に
批
判
し
て
い
た
。
鈴
木
自

身
が
、
デ
ラ
ラ
ン
デ
邸
問
題
検
証
委
員
会
で
発
言
し
て
い
た
議
事
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。

「『
前
身
建
物
』
が
あ
っ
て
、『
創
建
建
物
』
が
あ
っ
て
、
創
建
建
物
を
デ
ラ
ラ
ン
デ

が
つ
く
り
ま
し
た
、
と
の
表
現
は
、
誤
解
を
招
く
。」（
江
戸
東
京
た
て
も
の
園
『
デ

・
ラ
ラ
ン
デ
邸
復
元
工
事
報
告
書
』、
二
三
一
頁
、
二
〇
一
四
年
）

没
後
百
年
以
上
の
月
日
を
経
て
か
ら
、
一
つ
の
建
築
作
品
の
作
者
が
誰
か
を
再
鑑
定
す

る
に
は
、
生
い
茂
っ
た
謬
説
を
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
従
来
説
に
抵
触
す
る
事
実
の

発
見
が
あ
っ
て
も
、役
所
が
復
元
予
算
を
付
け
た
後
で
は
、な
か
な
か
訂
正
さ
れ
に
く
い
。

特
に
専
門
家
た
ち
は
、こ
れ
ま
で
口
を
揃
え
て
デ
ラ
ラ
ン
デ
設
計
説
を
主
張
し
て
き
た
。

①
「
国
電
信
濃
町
駅
の
北
に
あ
る
丘
の
上
に
建
つ
西
洋
館
旧
デ
ラ
ラ
ン
デ
邸
に
つ
い
て
、

つ
づ
け
る
。
前
回
、
設
計
者
は
建
築
家
デ
ラ
ラ
ン
デ
、
竣
工
は
大
正
初
期
と
書
い
た

が
、
年
代
は
間
違
い
で
、
明
治
四
三
年
竣
工
と
い
う
の
が
正
し
い
。」

（
藤
森
照
信
「
風
見
鶏
の
家
の
設
計
者
の
家

～
デ
ラ
ラ
ン
デ
邸
～
」、『
亜
鉛
鉄
板
』

第
二
四
巻
一
二
号
、
一
九
八
〇
年
一
二
月
）

②
「
さ
て
、
そ
の
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
の
旧
邸
だ
が
、
名
作
の
一
つ
だ
か
ら
見
に
行
っ
て
ほ
し

い
。」「
さ
い
わ
い
、
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
邸
は
、
日
本
に
数
あ
る
西
洋
館
の
中
で
、
一
番
、

国
電
の
駅
に
近
い
か
ら
、
誰
で
も
一
人
で
歩
い
て
行
け
る
。
駅
か
ら
歩
い
て
三
分
、

明
治
四
三
年
な
ん
て
物
件
は
、
今
の
都
会
で
め
っ
た
に
あ
る
も
ん
じ
ゃ
な
い
。」（
藤
森
照

信
「
西
洋
館
は
国
電
歩
い
て
三
分
」『
建
築
探
偵
の
冒
険

東
京
編
』、
一
九
八
六
年
）

③

「
三
島
邸
（
旧
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
邸
、
以
下
「
三
島
邸
」）
は
、
一
九
一
〇
年
（
明
治

四
三
）、
東
京
信
濃
町
に
竣
工
し
た
洋
館
で
あ
る
。
建
物
を
設
計
し
た
建
築
家
デ
・
ラ

ラ
ン
デ
は
、」「
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
の
作
品
に
は
十
九
世
紀
末
ド
イ
ツ
の
新
様
式
「
ユ
ー

ゲ
ン
ト
シ
ュ
テ
ィ
ー
ル
」の
影
響
が
色
濃
く
投
影
さ
れ
て
い
る
。三
島
邸
で
い
え
ば
、

屋
根
に
み
ら
れ
る
有
機
的
な
曲
線
、
赤
く
塗
ら
れ
た
鱗
形
の
妻
壁
、
玄
関
ホ
ー
ル
天

井
に
み
ら
れ
る
ふ
っ
く
ら
と
し
た
天
使
の
装
飾
な
ど
が
ユ
ー
ゲ
ン
ト
・
シ
ュ
テ
ィ
ー

ル
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
。
三
島
邸
は
当
初
、
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
の
自
邸
と
し
て
建
て

ら
れ
た
。」（
米
山
勇
『
江
戸
東
京
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
』
第
六
二
号
、
二
〇
〇
八
年
）

④

「
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
邸
（
三
島
邸
）

ド
イ
ツ
人
建
築
家
ゲ
オ
ル
グ
・
デ
・
ラ
ラ
ン
デ

に
よ
っ
て
、
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）、
新
宿
区
信
濃
町
に
建
て
替
え
ら
れ
た
三
階

建
て
の
洋
館
で
す
。」(

た
て
も
の
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
工
事
中
の
公
式
解
説
よ
り
）

⑤

「
ア
ー
ル
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
の
影
響
を
受
け
た
洋
館
」「
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
邸
か
ら
は
そ
の
ア

ー
ル
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
の
影
響
を
受
け
た
ド
イ
ツ
の
ユ
ー
ゲ
ン
ト
シ
ュ
テ
ィ
ル
（
青
春
様

式
）
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。」（
藤
森
照
信
『
新
江
戸
東
京
た
て
も
の
園
物
語
』、

二
〇
一
四
年
）
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「
前
身
建
物
」
の
表
現
を
使
っ
て
、
江
戸
博
に
て
次
の
よ
う
に
講
演
、
解
説
し
て
い
た
。

「
デ
ラ
ラ
ン
デ
邸
に
つ
い
て
言
え
ば
、
解
体
報
告
書
の
中
で
前
身
建
物
が
あ
っ
た
と

、
、
、
、

い
う
こ
と
は
、
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
し
・
・
・
」

事
情
を
何
も
知
ら
な
い
ま
ま
聞
く
と
、
堀
の
解
説
だ
と
、
北
尾
次
郎
の
設
計
し
た
平
屋

建
物
は
明
治
末
期
に
は
既
に
無
く
な
っ
て
い
て
、
平
成
ま
で
残
っ
て
い
た
解
体
直
前
の
建

物
と
は
、そ
の
後
に
新
た
に
建
て
替
え
ら
れ
た
も
の
だ
と
し
て
受
け
取
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

（
や
や
入
り
組
ん
で
は
い
る
が
、
レ
リ
ー
フ
の
作
者
と
建
物
の
竣
工
年
、
設
計
者
名
は
一

体
関
係
に
な
る
た
め
、
こ
こ
を
整
理
し
な
い
と
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
本
題
に
入
れ
な
い
。）

そ
の
一
方
で
、
鈴
木
博
之
は
、
こ
の
藤
森
ら
の
指
導
に
よ
り
ま
と
め
ら
れ
た
『
三
島
邸

解
体
調
査
報
告
書
』
に
繰
り
返
し
用
い
ら
れ
て
い
た
、「
前
身
建
物
」「
創
建
時
建
物
」
の

表
現
・
定
義
は
お
か
し
い
と
明
確
に
指
摘
し
、
改
め
る
よ
う
に
批
判
し
て
い
た
。
鈴
木
自

身
が
、
デ
ラ
ラ
ン
デ
邸
問
題
検
証
委
員
会
で
発
言
し
て
い
た
議
事
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。

「『
前
身
建
物
』
が
あ
っ
て
、『
創
建
建
物
』
が
あ
っ
て
、
創
建
建
物
を
デ
ラ
ラ
ン
デ

が
つ
く
り
ま
し
た
、
と
の
表
現
は
、
誤
解
を
招
く
。」（
江
戸
東
京
た
て
も
の
園
『
デ

・
ラ
ラ
ン
デ
邸
復
元
工
事
報
告
書
』、
二
三
一
頁
、
二
〇
一
四
年
）

没
後
百
年
以
上
の
月
日
を
経
て
か
ら
、
一
つ
の
建
築
作
品
の
作
者
が
誰
か
を
再
鑑
定
す

る
に
は
、
生
い
茂
っ
た
謬
説
を
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
従
来
説
に
抵
触
す
る
事
実
の

発
見
が
あ
っ
て
も
、役
所
が
復
元
予
算
を
付
け
た
後
で
は
、な
か
な
か
訂
正
さ
れ
に
く
い
。

特
に
専
門
家
た
ち
は
、こ
れ
ま
で
口
を
揃
え
て
デ
ラ
ラ
ン
デ
設
計
説
を
主
張
し
て
き
た
。

①
「
国
電
信
濃
町
駅
の
北
に
あ
る
丘
の
上
に
建
つ
西
洋
館
旧
デ
ラ
ラ
ン
デ
邸
に
つ
い
て
、

つ
づ
け
る
。
前
回
、
設
計
者
は
建
築
家
デ
ラ
ラ
ン
デ
、
竣
工
は
大
正
初
期
と
書
い
た

が
、
年
代
は
間
違
い
で
、
明
治
四
三
年
竣
工
と
い
う
の
が
正
し
い
。」

（
藤
森
照
信
「
風
見
鶏
の
家
の
設
計
者
の
家

～
デ
ラ
ラ
ン
デ
邸
～
」、『
亜
鉛
鉄
板
』

第
二
四
巻
一
二
号
、
一
九
八
〇
年
一
二
月
）

②
「
さ
て
、
そ
の
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
の
旧
邸
だ
が
、
名
作
の
一
つ
だ
か
ら
見
に
行
っ
て
ほ
し

い
。」「
さ
い
わ
い
、
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
邸
は
、
日
本
に
数
あ
る
西
洋
館
の
中
で
、
一
番
、

国
電
の
駅
に
近
い
か
ら
、
誰
で
も
一
人
で
歩
い
て
行
け
る
。
駅
か
ら
歩
い
て
三
分
、

明
治
四
三
年
な
ん
て
物
件
は
、
今
の
都
会
で
め
っ
た
に
あ
る
も
ん
じ
ゃ
な
い
。」（
藤
森
照

信
「
西
洋
館
は
国
電
歩
い
て
三
分
」『
建
築
探
偵
の
冒
険

東
京
編
』、
一
九
八
六
年
）

③

「
三
島
邸
（
旧
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
邸
、
以
下
「
三
島
邸
」）
は
、
一
九
一
〇
年
（
明
治

四
三
）、
東
京
信
濃
町
に
竣
工
し
た
洋
館
で
あ
る
。
建
物
を
設
計
し
た
建
築
家
デ
・
ラ

ラ
ン
デ
は
、」「
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
の
作
品
に
は
十
九
世
紀
末
ド
イ
ツ
の
新
様
式
「
ユ
ー

ゲ
ン
ト
シ
ュ
テ
ィ
ー
ル
」の
影
響
が
色
濃
く
投
影
さ
れ
て
い
る
。三
島
邸
で
い
え
ば
、

屋
根
に
み
ら
れ
る
有
機
的
な
曲
線
、
赤
く
塗
ら
れ
た
鱗
形
の
妻
壁
、
玄
関
ホ
ー
ル
天

井
に
み
ら
れ
る
ふ
っ
く
ら
と
し
た
天
使
の
装
飾
な
ど
が
ユ
ー
ゲ
ン
ト
・
シ
ュ
テ
ィ
ー

ル
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
。
三
島
邸
は
当
初
、
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
の
自
邸
と
し
て
建
て

ら
れ
た
。」（
米
山
勇
『
江
戸
東
京
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
』
第
六
二
号
、
二
〇
〇
八
年
）

④

「
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
邸
（
三
島
邸
）

ド
イ
ツ
人
建
築
家
ゲ
オ
ル
グ
・
デ
・
ラ
ラ
ン
デ

に
よ
っ
て
、
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）、
新
宿
区
信
濃
町
に
建
て
替
え
ら
れ
た
三
階

建
て
の
洋
館
で
す
。」(

た
て
も
の
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
工
事
中
の
公
式
解
説
よ
り
）

⑤

「
ア
ー
ル
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
の
影
響
を
受
け
た
洋
館
」「
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
邸
か
ら
は
そ
の
ア

ー
ル
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
の
影
響
を
受
け
た
ド
イ
ツ
の
ユ
ー
ゲ
ン
ト
シ
ュ
テ
ィ
ル
（
青
春
様

式
）
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。」（
藤
森
照
信
『
新
江
戸
東
京
た
て
も
の
園
物
語
』、

二
〇
一
四
年
）

─ 9 ─
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非
公
開
で
開
催
さ
れ
た
検
証
委
員
会
の
人
選
で

は
、
収
蔵
委
員
だ
っ
た
藤
森
現
館
長
が
委
員
長
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
第
三
者
に
よ
る
中
立
性
が
確

保
さ
れ
た
上
で
の
議
論
だ
っ
た
と
は
言
い
難
い
。

机
上
の
論
争
段
階
と
は
違
っ
て
、
た
て
も
の
園

に
一
坪
当
た
り
六
〇
〇
万
円
、
総
工
費
約
六
億
円

も
の
建
築
費
を
か
け
て
、
デ
ラ
ラ
ン
デ
作
品
と
し

て
復
元
し
て
し
ま
っ
た
後
に
な
っ
て
、
設
計
者
名

が
違
う
の
で
は
な
い
か
、
と
な
る
と
、
予
算
案
を

提
案
し
た
歴
代
都
知
事
の
責
任
に
も
な
る
。

設
計
者
名
問
題
、
展
示
建
物
名
称
問
題
等
に
つ

い
て
は
、
昨
年
の
天
皇
皇
后
両
陛
下
に
よ
る
、
江

戸
東
京
た
て
も
の
園
行
幸
啓
時
に
再
燃
し
、
管
見
の
限
り
、
報
道
機
関
各
社
は
北
尾
次
郎

邸
・
復
元
建
物
施
設
内
で
の
両
陛
下
の
お
姿
や
行
動
を
一
切
報
じ
な
か
っ
た
。

宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、「
平
成
二
八
年
五
月
三
一
日

施
設
概
要
ご
聴
取
（
江
戸

東
京
た
て
も
の
園
及
び
小
金
井
公
園
）（
江
戸
東
京
た
て
も
の
園
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
邸
）」
と

あ
る
。
企
画
段
階
で
は
、
行
幸
啓
の
目
的
・
対
象
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、
も
し

デ
ラ
ラ
ン
デ
設
計
作
品
と
し
て
の
解
説
を
す
れ
ば
、
贋
作
の
疑
い
が
出
て
し
ま
う
状
況
下

で
は
、
報
道
す
る
側
に
と
っ
て
も
、
建
物
説
明
文
に
窮
し
て
し
ま
う
わ
け
で
、
復
元
建
造

物
の
在
り
方
、矛
盾
を
孕
ん
だ
ま
ま
の
建
物
解
説
体
制
に
一
石
を
投
じ
る
結
果
と
な
っ
た
。

第
五
章

レ
リ
ー
フ
は
一
八
八
〇
年
ベ
ル
リ
ン
発
行
の
文
献
に
す
で
に
写
真
が
あ
っ
た

一
九
一
〇
年
建
替
説
に
基
づ
い
て
、
た
て
も
の
園
関
係
の
建
築
史
家
た
ち
か
ら
は
、
北

尾
邸
一
階
食
堂
壁
面
を
飾
っ
て
き
た
、
七
点
の
レ
リ
ー
フ
と
、
玄
関
天
井
の
中
心
飾
り
に

つ
い
て
、
ユ
ー
ゲ
ン
ト
シ
ュ
テ
ィ
ー
ル
で
あ
る
と
す
る
見
解
が
公
表
さ
れ
て
き
て
い
る
。

黒
塗
り
で
開
示
さ
れ
た
解
体
調
査
報
告
書

こ
れ
ら
の
レ
リ
ー
フ
類
は
、
ド
イ
ツ
語
で
「
バ
ウ
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
」B

auornam
ent

と

呼
ば
れ
、
建
築
工
芸
品
と
み
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
北
尾
次
郎
留
学
当
時
の
バ
ウ
オ

ー
ナ
メ
ン
ト
に
関
す
る
文
献
を
調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
す
る
と
、
東
ベ
ル
リ
ン
に
あ

る
市
立
図
書
館
で
ベ
ル
リ
ン
史
担
当
司
書
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
あ
っ
た
文
献
の
一
つ

に
、
ま
さ
に
こ
の
北
尾
次
郎
邸
に
掲
げ
て
あ
る
レ
リ
ー
フ
そ
っ
く
り
の
写
真
が
載
っ
て
い

る
こ
と
を
発
見
し
た
。
出
版
年
は
一
八
八
〇
年
と
あ
る
の
で
、
北
尾
次
郎
が
自
邸
を
建
て

た
、
一
八
九
二
年
よ
り
も
遥
か
以
前
の
も
の
だ
。
写
真
集
と
言
っ
て
も
、
未
製
本
の
ま
ま
、

大
判
写
真
が
バ
ラ
で
百
枚
が
ケ
ー
ス
に
い
れ
ら
れ
て
い
る
だ
け
の
シ
ン
プ
ル
な
ス
タ
イ
ル

だ
が
、
写
真
は
精
密
な
コ
ロ
タ
イ
プ
印
刷
で
現
代
の
印
刷
よ
り
も
迫
力
が
あ
る
。

(Lessing,O
tto
(H
g.);"A

usgeführte
B
auornam

ente
B
erlins.",B

erlin
,1880)

一
枚
ず
つ
写
真
を
め
く
っ
て
い
く
と
、
最
後
の
方
に
、
東
京
の
北
尾
次
郎
邸
に
あ
る
、

子
供
た
ち
が
楽
し
く
食
事
を
す
る
絵
柄
の
レ
リ
ー
フ
に
ほ
ぼ
そ
っ
く
り
の
デ
ザ
イ
ン
が
、

高
細
度
の
大
判
写
真
と
し
て
収
録
さ
れ
、
制
作
者
の
彫
塑
家
名
も
印
刷
さ
れ
て
い
た
。

作
者
名
は
、
フ
ラ
ン
ツ
・
ク
リ
ュ
ー
ガ
ー
（Franz

K
rüger

一
八
四
九
～
一
九
一
二
）

と
い
い
、
ベ
ル
リ
ン
に
は
何
の
作
品
も
残
っ
て
い
な
い
が
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
は
建
築

物
多
数
に
作
品
を
残
し
て
い
る
著
名
彫
塑
家
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。（
中
央
駅
の
時

計
や
一
八
四
八
年
に
憲
法
制
定
ド
イ
ツ
国
民
議
会
が
開
か
れ
た
パ
ウ
ル
ス
教
会
の
記
念
ブ

ロ
ン
ズ
板
、
一
八
八
〇
年
ル
カ
エ
設
計
の
旧
オ
ペ
ラ
座
の
破
風
下
に
あ
る
レ
リ
ー
フ
等
）

ク
リ
ュ
ー
ガ
ー
は
ベ
ル
リ
ン
生
ま
れ
。
ベ
ル
リ
ン
で
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
に
学
ん
だ
正
統

派
で
あ
る
が
、
一
八
七
九
年
に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
移
住
し
て
い
た
。
レ
ッ
シ
ン
グ
の
仲

間
と
さ
れ
る
。時
系
列
上
か
ら
も
、北
尾
次
郎
の
留
学
期
間
と
き
れ
い
に
重
な
っ
て
い
る
。

で
は
、
一
八
八
〇
年
に
ベ
ル
リ
ン
で
出
版
さ
れ
て
い
た
写
真
集
に
、
約
一
二
年
後
の
、

一
八
九
二
年
に
な
っ
て
、
東
京
に
完
成
す
る
こ
と
に
な
る
北
尾
次
郎
自
邸
の
レ
リ
ー
フ
写

真
が
、
フ
ラ
ン
ツ
・
ク
リ
ュ
ー
ガ
ー
作
品
と
し
て
、
ほ
ぼ
同
じ
デ
ザ
イ
ン
で
既
に
印
刷
さ

れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
何
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
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オ
ッ
ト
ー
・
レ
ッ
シ
ン
グ
編
の
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
集
（
一
八
八
〇
年
、
ベ
ル
リ
ン
発
行
）
よ
り

北
尾
次
郎
作
レ
リ
ー
フ
下
絵

同
・
実
物
の
レ
リ
ー
フ

─ 10 ─



- 9 -

オ
ッ
ト
ー
・
レ
ッ
シ
ン
グ
編
の
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
集
（
一
八
八
〇
年
、
ベ
ル
リ
ン
発
行
）
よ
り

北
尾
次
郎
作
レ
リ
ー
フ
下
絵

同
・
実
物
の
レ
リ
ー
フ

─ 11 ─



- 10 -

北
尾
次
郎
邸
の
レ
リ
ー
フ
の
面
白
さ

は
、
下
絵
と
セ
ッ
ト
で
発
見
さ
れ
て
い
た

こ
と
に
あ
り
、
完
成
品
だ
け
で
は
な
く
、

作
品
制
作
を
指
示
す
る
段
階
で
の
、
依
頼

者
が
い
た
こ
と
を
示
す
下
絵
が
そ
の
ま
ま

残
っ
て
い
た
こ
と
が
、
極
め
て
重
要
な
意

味
を
も
っ
て
い
る
。
仮
に
北
尾
次
郎
邸
の

施
主
が
、
大
量
生
産
さ
れ
た
、
レ
リ
ー
フ

を
ど
こ
か
で
購
入
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
下
絵
な
ぞ
は
存
在
し
な
い
か
ら
だ
。

下
絵
が
あ
っ
た
こ
と
が
、北
尾
邸
レ
リ
ー
フ
が
特
別
注
文
品
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
、

さ
ら
に
東
京
で
見
つ
か
っ
た
下
絵
と
ほ
ぼ
同
じ
デ
ザ
イ
ン
の
レ
リ
ー
フ
写
真
が
、
一
八
八

〇
年
刊
行
の
オ
ッ
ト
ー
・
レ
ッ
シ
ン
グ
編
・
名
レ
リ
ー
フ
百
選
建
築
写
真
集
に
出
て
い
た

こ
と
で
、
そ
の
下
絵
作
者
が
、
す
で
に
ベ
ル
リ
ン
で
も
一
八
八
〇
年
よ
り
以
前
に
活
躍
し

て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

畢
竟
、
こ
の
二
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
者
は
、
北
尾
次
郎
し
か
い
な
い
こ
と
に
な
る
。

一
八
八
〇
年
発
行
と
い
え
ば
、
一
八
七
二
年
シ
ュ
レ
ジ
ア
州
ヒ
ル
シ
ュ
ベ
ル
グ
生
ま
れ

で
、
一
九
〇
三
年
に
初
来
日
し
た
デ
ラ
ラ
ン
デ
（
一
八
七
二
～
一
九
一
四
）
な
ら
ば
、
ま

だ
小
学
生
に
な
っ
た
か
ど
う
か
の
時
期
で
あ
り
、
彼
の
作
で
は
あ
り
え
な
か
っ
た
。

建
築
史
家
た
ち
は
、
こ
の
作
品
を
、
ユ
ー
ゲ
ン
ト
シ
ュ
テ
ィ
ー
ル
で
あ
る
と
鑑
定
し
て

き
た
が
、
ほ
ぼ
同
じ
デ
ザ
イ
ン
が
、
歴
史
主
義
華
や
か
な
り
し
、
一
八
八
〇
年
発
行
の
写

真
集
に
載
っ
て
い
た
と
な
る
と
、
鑑
定
自
体
が
誤
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

彫
塑
家
・
オ
ッ
ト
ー
・
レ
ッ
シ
ン
グ
（O

tto
Lessing

一
八
四
六
～
一
九
一
二
）
編
の

オ
ー
ナ
メ
ン
ト
写
真
集
は
、
同
時
に
ロ
ン
ド
ン
で
も
英
語
版
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

当
時
の
イ
ギ
リ
ス
は
唯
美
主
義
が
盛
ん
な
時
代
で
、
建
築
工
芸
に
も
そ
の
影
響
が
強
く

見
ら
れ
た
。
唯
美
主
義
（Ä

sthetizism
us

）
は
、
北
尾
次
郎
の
挿
絵
画
に
も
認
め
ら
れ
る
。

オ
ッ
ト
ー
・
レ
ッ
シ
ン
グ
の
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
集

ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
観
点
か
ら
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
の
唯
美
主
義
を
論
じ
た
粂
和
沙
「
唯

美
主
義
の
室
内
装
飾
と
屏
風

一
九
世
紀
末
イ
ギ
リ
ス
人
女
性
と
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
に
つ
い

て
の
一
考
察
」（『
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
研
究
』
三
三
号
、
二
〇
一
三
年
）
で
、
粂
は
「
一
九
世

紀
末
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
唯
美
主
義
運
動
を
背
景
に
邸
宅
を
「
趣
味
良
く
」
飾
る
こ
と
が

中
産
階
級
の
人
々
の
間
で
重
視
さ
れ
、
室
内
装
飾
に
熱
い
ま
な
ざ
し
が
向
け
ら
れ
た
時
代

で
あ
る
。
特
に
、
一
八
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
は
、
美
し
く
洗
練
さ
れ
た
家

庭
の
室
内
は
富
と
趣
味
と
を
誇
示
す
る
た
め
の
空
間
と
な
り
、
室
内
装
飾
に
関
す
る
手
引

き
書
が
相
次
い
で
出
版
さ
れ
た
ほ
か
、
室
内
を
彩
る
装
飾
美
術
に
関
す
る
関
心
も
高
ま
っ

て
い
た
」（
同
二
三
頁
）
と
こ
の
時
代
を
定
義
し
て
い
る
。
ま
さ
に
、
留
学
中
の
北
尾
次
郎

が
、
一
八
七
〇
年
代
に
下
絵
を
描
い
て
い
た
と
み
ら
れ
る
、
子
供
た
ち
が
ワ
イ
ン
ケ
ラ
ー

で
、
酒
盛
り
に
興
じ
る
レ
リ
ー
フ
写
真
な
ど
が
載
っ
た
オ
ッ
ト
ー
・
レ
ッ
シ
ン
グ
の
作
品

集
こ
そ
が
、
室
内
を
彩
る
装
飾
美
術
へ
の
出
版
事
例
と
み
な
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

構
図
は
ケ
ラ
ー
の
柱
が
グ
リ
ッ
ド
線
と
な
り
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
典
型
的
な
構
図
を
描

い
て
い
る
。
柱
と
い
う
グ
リ
ッ
ド
線
が
、
三
コ
マ
漫
画
の
よ
う
に
時
間
の
流
れ
を
表
し
、

同
時
に
柱
の
全
て
を
図
柄
の
背
後
に
置
い
た
こ
と
で
、
奥
行
き
感
と
、
柱
間
隔
の
記
憶
か

ら
、
レ
リ
ー
フ
の
画
面
の
左
右
の
広
が
り
感
を
直
感
す
る
こ
と
が
出
来
た
で
あ
ろ
う
。

子
供
が
踊
っ
た
り
、
音
楽
を
奏
で
る
図
柄
で
も
、
グ
リ
ッ
ド
線
は
画
面
中
央
を
横
断
す

る
円
柱
に
認
め
ら
れ
る
。
更
に
裸
童
の
彫
り
の
深
浅
具
合
に
よ
っ
て
、
距
離
感
、
画
面
の

奥
行
き
感
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
歌
川
広
重
の
「
浅
草
田
圃
酉
之
町
詣
」
や
「
神
田
明
神

曙
之
景
」
を
想
起
す
る
ま
で
も
な
く
、
日
本
的
な
画
面
構
成
手
法
が
巧
み
に
出
て
い
る
。

も
し
絵
画
作
品
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、完
成
ま
で
全
て
画
家
一
人
で
仕
上
げ
る
こ
と
か
ら
、

北
尾
次
郎
の
名
前
は
作
者
と
し
て
残
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
建
築
工
芸
デ
ザ
イ
ン
の

宿
命
と
し
て
、
下
絵
作
家
で
は
作
者
と
し
て
は
名
が
残
ら
ず
、
二
次
元
の
下
絵
か
ら
、
三

次
元
の
彫
塑
作
品
へ
と
仕
上
げ
た
彫
塑
家
の
作
品
と
し
て
記
録
さ
れ
て
し
ま
う
。

北
尾
次
郎
は
、
留
学
費
用
を
稼
ぐ
た
め
、
新
聞
雑
誌
へ
の
投
稿
を
ア
ル
バ
イ
ト
的
に
行
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っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
当
時
の
建
築
工
芸
作
品
は
、
未
だ
美
術
品
と
し
て
の
価

値
は
な
く
、
職
人
的
な
扱
い
で
、
ド
イ
ツ
人
が
思
い
つ
か
な
い
よ
う
な
日
本
的
発
想
で
下

絵
を
描
く
ま
で
が
北
尾
の
分
担
で
、
こ
れ
を
立
体
化
し
、
独
特
の
表
情
を
付
け
る
仕
上
げ

が
、
師
匠
の
仕
事
と
い
う
具
合
に
分
業
化
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
北
尾
次
郎

の
名
前
が
残
ら
な
か
っ
た
の
は
、
職
人
と
し
て
の
扱
い
だ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
レ
ッ
シ
ン

グ
の
工
房
に
は
た
く
さ
ん
の
職
人
達
が
働
い
て
い
た
と
い
う
。
北
尾
次
郎
は
自
宅
新
築
に

際
し
て
、
か
つ
て
の
仕
事
仲
間
に
下
絵
を
送
り
、
レ
リ
ー
フ
に
な
っ
た
も
の
が
船
便
で
届

い
た
、
だ
か
ら
こ
そ
、
細
か
い
変
更
点
、
自
邸
向
け
に
表
情
を
柔
ら
か
く
す
る
、
自
分
や

家
族
を
描
き
込
む
な
ど
の
変
更
、
特
注
が
可
能
に
な
っ
た
と
見
ら
れ
る
の
だ
。（
も
し
北
尾

邸
レ
リ
ー
フ
が
ド
イ
ツ
に
あ
っ
た
な
ら
、
文
化
財
指
定
さ
れ
て
い
た
は
ず
だ
。
一
八
七
〇

年
代
作
で
当
写
真
集
掲
載
の
レ
リ
ー
フ
は
ほ
ぼ
壊
滅
し
て
い
る
た
め
、
貴
重
な
の
だ
。）

ド
イ
ツ
で
は
一
八
九
〇
年
代
後
半
に
な
っ
て
は
じ
め
て
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
作
品
が
現
れ
る

と
さ
れ
る
の
が
通
説
で
、
一
八
七
〇
年
代
の
作
品
例
な
ど
全
く
挙
げ
ら
れ
て
は
こ
な
い
。

ド
イ
ツ
で
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
研
究
で
は
、
ユ
ー
ゲ
ン
ト
シ
ュ
テ
ィ
ー
ル
勃
興
以
降
が
対

象
だ
が
、
テ
レ
ビ
も
映
画
も
な
い
一
八
八
〇
年
代
に
、
こ
の
オ
ッ
ト
ー
・
レ
ッ
シ
ン
グ
の

写
真
集
に
載
っ
て
い
た
レ
リ
ー
フ
写
真
を
繰
り
返
し
眺
め
続
け
た
、
ド
イ
ツ
の
建
築
家
た

ち
は
、
デ
ラ
ラ
ン
デ
ら
を
含
め
、
余
り
自
覚
し
な
い
ま
ま
に
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
影
響
を

受
け
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
北
尾
次
郎
と
い
う
ド
イ
ツ
語
に
長
け
た
天
才
少

年
が
、
彫
塑
家
か
ら
の
要
求
を
俊
敏
に
飲
み
込
み
、
同
僚
と
し
て
制
作
意
図
を
理
解
し
、

彼
ら
の
望
む
形
に
日
本
を
翻
訳
し
た
結
果
、
少
な
く
と
も
建
築
工
芸
デ
ザ
イ
ン
の
分
野
で

ヤ
ー
パ
ン

は
、
ド
イ
ツ
人
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
た
ち
が
実
験
的
に
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
を
取
り
入
れ
る
ま

で
の
試
行
錯
誤
段
階
を
大
幅
に
省
略
す
る
効
果
が
得
ら
れ
、
ユ
ー
ゲ
ン
ト
シ
ュ
テ
ィ
ー
ル

や
セ
セ
ッ
シ
ョ
ン
発
芽
へ
の
起
爆
促
進
剤
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
。
彼
ら
に
と
っ

て
の
北
尾
次
郎
と
は
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
デ
ザ
イ
ン
発
想
に
お
け
る
知
恵
袋
的
存
在
で
あ
っ

た
こ
と
で
あ
ろ
う
。（
オ
ッ
ト
ー
・
レ
ッ
シ
ン
グ
の
業
績
や
履
歴
に
つ
い
て
は
、前
稿
参
照
）

第
六
章

挿
絵
画
作
品
に
込
め
ら
れ
た
も
の
と
は

量
の
面
で
圧
倒
的
に
多
い
の
が
挿
絵
作
品
で
あ
る
。
出
版
物
と
し
て
公
表
さ
れ
た
も
の

は
わ
ず
か
で
あ
る
が
、
帰
国
後
、
森
鷗
外
ら
と
一
緒
に
編
集
し
、
出
版
し
た
ド
イ
ツ
語
だ

け
で
書
か
れ
た
文
藝
雑
誌(

『
東
漸
雑
誌
』）
の
表
紙
は
北
尾
次
郎
作
品
で
あ
り
、
彼
の
モ

ノ
グ
ラ
ム
が
入
っ
て
い
る
。「
森
鷗
外
が
選
ん
だ
挿
絵
作
家
・
北
尾
次
郎
」
と
い
う
評
価
は

こ
の
点
か
ら
可
能
で
あ
り
、
当
時
の
独
逸
学
至
上
主
義
の
時
代
風
俗
が
、
や
や
皮
肉
を
こ

め
ら
れ
て
、
描
か
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
表
紙
画
で
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン

の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
鷲
が
、
菊
の

御
紋
章
を
腹
に
巻
き
、
紋
章
の
よ

う
に
中
央
に
聳
え
て
い
る
。
西
洋

文
化
と
日
本
文
化
が
、
画
面
左
右

に
配
置
さ
れ
、
対
等
に
扱
わ
れ
て

い
る
こ
と
も
読
み
取
れ
る
。

留
学
中
の
北
尾
次
郎
が
記
事

を
投
稿
し
て
い
た
ド
イ
ツ
の
雑

誌
に
は
、
北
尾
次
郎
が
描
い
た
と

み
ら
れ
る
イ
ラ
ス
ト
や
カ
ッ
ト

が
見
つ
か
っ
た
。
こ
れ
ら
に
署
名

は
な
い
が
、
雑
誌
を
出
版
し
て
い

た
会
社
が
、
オ
ッ
ト
ー
・
レ
ッ
シ

ン
グ
の
親
族
が
経
営
す
る
ベ
ル

リ
ン
の
フ
ォ
ス
新
聞
系
列
下
で

あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
紹
介
が
あ

っ
て
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
描
い

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。『
森
の

─ 12 ─
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っ
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こ
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築
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さ
れ
て
い
た
は
ず
だ
。
一
八
七
〇

年
代
作
で
当
写
真
集
掲
載
の
レ
リ
ー
フ
は
ほ
ぼ
壊
滅
し
て
い
る
た
め
、
貴
重
な
の
だ
。）

ド
イ
ツ
で
は
一
八
九
〇
年
代
後
半
に
な
っ
て
は
じ
め
て
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
作
品
が
現
れ
る

と
さ
れ
る
の
が
通
説
で
、
一
八
七
〇
年
代
の
作
品
例
な
ど
全
く
挙
げ
ら
れ
て
は
こ
な
い
。

ド
イ
ツ
で
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
研
究
で
は
、
ユ
ー
ゲ
ン
ト
シ
ュ
テ
ィ
ー
ル
勃
興
以
降
が
対

象
だ
が
、
テ
レ
ビ
も
映
画
も
な
い
一
八
八
〇
年
代
に
、
こ
の
オ
ッ
ト
ー
・
レ
ッ
シ
ン
グ
の

写
真
集
に
載
っ
て
い
た
レ
リ
ー
フ
写
真
を
繰
り
返
し
眺
め
続
け
た
、
ド
イ
ツ
の
建
築
家
た

ち
は
、
デ
ラ
ラ
ン
デ
ら
を
含
め
、
余
り
自
覚
し
な
い
ま
ま
に
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
影
響
を

受
け
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
北
尾
次
郎
と
い
う
ド
イ
ツ
語
に
長
け
た
天
才
少

年
が
、
彫
塑
家
か
ら
の
要
求
を
俊
敏
に
飲
み
込
み
、
同
僚
と
し
て
制
作
意
図
を
理
解
し
、

彼
ら
の
望
む
形
に
日
本
を
翻
訳
し
た
結
果
、
少
な
く
と
も
建
築
工
芸
デ
ザ
イ
ン
の
分
野
で

ヤ
ー
パ
ン

は
、
ド
イ
ツ
人
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
た
ち
が
実
験
的
に
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
を
取
り
入
れ
る
ま

で
の
試
行
錯
誤
段
階
を
大
幅
に
省
略
す
る
効
果
が
得
ら
れ
、
ユ
ー
ゲ
ン
ト
シ
ュ
テ
ィ
ー
ル

や
セ
セ
ッ
シ
ョ
ン
発
芽
へ
の
起
爆
促
進
剤
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
。
彼
ら
に
と
っ

て
の
北
尾
次
郎
と
は
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
デ
ザ
イ
ン
発
想
に
お
け
る
知
恵
袋
的
存
在
で
あ
っ

た
こ
と
で
あ
ろ
う
。（
オ
ッ
ト
ー
・
レ
ッ
シ
ン
グ
の
業
績
や
履
歴
に
つ
い
て
は
、前
稿
参
照
）

第
六
章

挿
絵
画
作
品
に
込
め
ら
れ
た
も
の
と
は

量
の
面
で
圧
倒
的
に
多
い
の
が
挿
絵
作
品
で
あ
る
。
出
版
物
と
し
て
公
表
さ
れ
た
も
の

は
わ
ず
か
で
あ
る
が
、
帰
国
後
、
森
鷗
外
ら
と
一
緒
に
編
集
し
、
出
版
し
た
ド
イ
ツ
語
だ

け
で
書
か
れ
た
文
藝
雑
誌(

『
東
漸
雑
誌
』）
の
表
紙
は
北
尾
次
郎
作
品
で
あ
り
、
彼
の
モ

ノ
グ
ラ
ム
が
入
っ
て
い
る
。「
森
鷗
外
が
選
ん
だ
挿
絵
作
家
・
北
尾
次
郎
」
と
い
う
評
価
は

こ
の
点
か
ら
可
能
で
あ
り
、
当
時
の
独
逸
学
至
上
主
義
の
時
代
風
俗
が
、
や
や
皮
肉
を
こ

め
ら
れ
て
、
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と
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も
読
み
取
れ
る
。

留
学
中
の
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が
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を
投
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の
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は
、
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と
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。
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た
会
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が
、
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の
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が
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で
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介
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て
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で
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う
か
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女
神
』
挿
絵
に
つ
い
て
は
、
後
半
実
例
を

あ
げ
な
が
ら
説
明
し
て
い
き
た
い
が
、
幾

つ
か
特
徴
を
挙
げ
て
お
き
た
い
と
思
う
。

①
文
様
美
に
つ
い
て

馬
渕
明
子
は
、『
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム

幻

想
の
日
本
』
の
中
で
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
に

つ
い
て
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
選
ん
だ
日
本
」

を
中
心
と
し
て
営
ま
れ
、日
本
美
術
の「
自

然
主
義
」
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
神
を
中
心

と
す
る
「
人
間
中
心
主
義
」
の
重
い
伝
統

を
揺
さ
ぶ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
論
じ
、
最

近
の
研
究
動
向
と
し
て
「
挿
絵
画
家
や
版

画
家
と
い
っ
た
、
海
外
中
心
の
美
術
史
に

お
い
て
は
余
り
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
人
々
」
に
つ
い
て
研
究
や
展
覧
会
が
進
ん
で
き
た
こ

と
を
評
価
す
る
。(

『
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
研
究
』
一
九
号
、
一
九
九
九
年
）
ま
た
、
馬
渕
自
身

が
取
り
組
ん
で
き
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
で
は
、ク
リ
ム
ト
の
作
品
分
析
が
、

北
尾
次
郎
の
理
解
に
も
役
立
つ
こ
と
を
指
摘
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
北
尾
次
郎
の
挿
絵
の
特

色
と
し
て
、
驚
か
さ
れ
る
の
は
、
人
物
の
顔
の
描
写
よ
り
も
、
背
景
や
特
に
女
性
の
着
物

の
デ
ザ
イ
ン
、
室
内
の
装
飾
、
壁
の
デ
ザ
イ
ン
、
床
の
敷
物
、
木
材
の
木
目
な
ど
、
お
よ

そ
文
様
に
関
わ
っ
て
く
る
部
分
に
異
常
な
ま
で
に
力
が
入
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
女
性
は

む
し
ろ
添
え
物
で
、
文
様
を
創
作
し
た
り
、
伝
統
的
な
模
様
を
描
き
込
む
こ
と
に
こ
そ
最

大
の
悦
び
を
感
じ
て
い
た
の
か
、
と
思
え
る
ほ
ど
な
の
だ
。

ク
リ
ム
ト
作
品
で
は
、
巧
み
に
日
本
の
文
様
や
モ
ノ
グ
ラ
ム
が
象
嵌
さ
れ
、
全
体
と
し

て
、
独
特
の
印
象
を
放
っ
て
い
る
の
と
同
様
、
近
距
離
か
ら
手
に
と
っ
て
じ
っ
く
り
と
眺

め
ら
れ
る
挿
絵
画
の
特
徴
を
生
か
し
て
、
ど
こ
ま
で
拡
大
し
て
も
、
ま
た
別
の
面
白
さ
が

見
え
て
く
る
精
密
画
の
世
界
、
持
ち
味
が
、
ク
リ
ム
ト
よ
り
北
尾
次
郎
作
品
に
は
あ
り
、

両
者
の
違
い
を
比
較
す
る
楽
し
み
は
計
り
知
れ
な
い
。

北
尾
次
郎
の
絵
画
は
、
展
覧
会
な
ど
で
一
般
公
開
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

と
い
っ
て
、
一
人
で
描
い
た
だ
け
で
、
誰
に
も
見
せ
な
か
っ
た
わ
け
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も
な
い
。
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人
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挿
絵
に
つ
い
て
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及
し
て
い
る
記
述
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る
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上
、
友
人
知
人
の

範
囲
で
は
あ
っ
た
と
し
て
も
、
回
覧
・
貸
し
出
し
な
ど
に
よ
っ
て
、
一
定
の
影
響
力
を
与

え
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と
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な
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贈
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と
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あ
っ
た
と
い
う
。

②
自
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描
写

季
節
感
溢
れ
る
日
本
の
四
季
。
作
品
の
舞
台
は
明
ら
か
に
ド
イ
ツ
と
み
ら
れ
る
場
面
で

あ
っ
て
も
、
桜
や
紅
葉
、
芒
、
萩
が
登
場
し
、
こ
れ
に
着
物
デ
ザ
イ
ン
が
一
体
化
し
て
、

全
体
で
唯
美
主
義
的
印
象
を
与
え
る
手
の
込
ん
だ
仕
上
が
り
と
な
っ
て
い
る
。
同
じ
く
林

学
者
だ
っ
た
高
嶋
北
海
は
、建
築
意
匠
に
貢
献
し
て
き
た
点
で
も
北
尾
と
共
通
点
が
多
い
。

鈴
木
博
之
前
掲
書
で
は
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
作
家
の
中
に
高
島
北
海
を
入
れ
て
い
る
。

③
科
学
者
と
し
て
の
好
奇
心

北
尾
次
郎
が
二
一
歳
で
書
い
た
博
士
論
文
『
色
彩
論
』
は
、
人
間
の
視
覚
に
関
す
る
問

題
で
あ
り
、
医
家
に
生
ま
れ
、
留
学
前
は
医
学
生
達
と
一
緒
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洋
学
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学
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。
加
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物
理
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研
究
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台
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し
よ
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。
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、
画
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に
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北
尾
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郎

の
独
自
性
と
見
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
絵
画
を
描
き
な
が
ら
、
視
覚
に
与
え
る
理
論
も
考

え
、半
ば
実
験
的
に
い
ろ
い
ろ
試
み
た
の
か
と
考
え
つ
つ
、北
尾
次
郎
の
手
帳
を
見
る
と
、

数
式
の
間
に
、
ふ
と
思
い
つ
い
た
人
間
の
顔
の
イ
メ
ー
ジ
や
ス
ケ
ッ
チ
が
、
無
秩
序
に
挿

入
さ
れ
て
い
る
。
数
学
に
熱
中
し
て
い
る
か
と
思
え
ば
、
突
然
、
画
題
が
頭
に
浮
か
び
、

ス
ケ
ッ
チ
を
し
て
し
ま
う
、彼
の
思
考
回
路
を
垣
間
見
る
よ
う
な
手
帳
が
残
さ
れ
て
い
る
。
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④
物
語
と
の
関
係

北
尾
次
郎
の
特
徴
は
、
自
ら
ド
イ
ツ
語
で
小
説
を
書
き
な
が
ら
、
同
時
並
行
的
に
挿
絵

も
描
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。そ
し
て
両
者
に
関
連
が
あ
っ
た
り
、な
か
っ
た
り
な
の
だ
。

一
般
の
小
説
家
と
画
家
の
関
係
の
よ
う
に
、
小
説
が
主
で
、
画
家
は
従
で
別
人
が
描
く

の
で
は
な
く
、
ど
ち
ら
も
一
人
の
作
家
の
手
か
ら
生
み
出
さ
れ
て
い
く
。

五
五
〇
〇
ペ
ー
ジ
に
も
上
る
と
さ
れ
る
、『
森
の
女
神
』
は
ド
イ
ツ
語
小
説
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
ゲ
ー
テ
作
品
よ
り
も
長
く
、
お
そ
ら
く
ド
イ
ツ
語
作
品
と
し
て
は
最
も
長
い
の
で

は
な
い
か
、
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
日
本
人
と
し
て
、
ド
イ
ツ
語
は
母
国
語
で
は
な
い
が
、

次
々
と
構
想
が
わ
き
、
絵
を
描
き
な
が
ら
、
集
中
が
切
れ
ず
に
、
物
語
を
綴
れ
る
と
こ
ろ

は
、
三
宅
雪
嶺
を
し
て
、
明
治
第
一
の
天
才
と
い
わ
せ
し
め
た
最
大
の
所
以
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
、
職
業
的
画
家
や
陶
芸
作
家
、
ガ
ラ
ス
作
家
な
ど
と

は
全
く
違
う
次
元
の
頭
脳
が
生
み
出
し
た
作
品
、
と
し
て
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。

⑤
北
尾
次
郎
の
裸
体
画
論

北
尾
次
郎
の
裸
体
画
論
は
、巖
谷
小
波
が
浄
書
し
、『
江
戸
む
ら
さ
き
』に
発
表
さ
れ
た
。

夏
の
間
の
避
暑
先
で
あ
る
芦
ノ
湖
で
知
り
合
っ
た
黒
田
清
輝
へ
も
、
影
響
を
与
え
た
こ
と

で
あ
ろ
う
。
北
尾
次
郎
が
没
し
た
と
き
、
有
志
が
費
用
を
出
し
合
っ
て
、
黒
田
に
肖
像
画

製
作
を
依
頼
し
て
い
る
。

黒
田
清
輝
作
「
北
尾
次
郎
博
士
肖
像
画
」
は
島
根
県
立
美
術
館
が
所
蔵
し
て
い
る
。

⑥
文
豪
へ
の
影
響

鷗
外
の
作
品
の
中
に
は
、
北
尾
次
郎
の
描
い
た
絵
か
ら
印
象
を
受
け
て
、
書
い
た
の
で

は
な
い
か
と
も
見
ら
れ
る
『
妄
想
』
が
あ
り
、
鷗
外
の
日
在
海
岸
に
あ
っ
た
別
荘
の
建
築

に
も
北
尾
の
絵
か
ら
得
た
イ
メ
ー
ジ
が
影
響
を
与
え
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
部

分
が
あ
る
。
ま
た
、『
舞
姫
』
の
ワ
ン
シ
ー
ン
を
思
わ
せ
る
作
品
も
あ
っ
た
。

⑦
建
築
家
た
ち
へ
の
影
響

北
尾
の
没
後
、
こ
の
家
を
借
り
て
住
ん
だ
、
プ
ロ
イ
セ

ン
の
ロ
イ
ヤ
ル
ア
ー
キ
テ
ク
ト
、
ゲ
オ
ロ
グ
・
デ
ラ
ラ
ン

デ
（G

eorg
de

Lalande

一
八
七
二
～
一
九
一
四
）
は
、

こ
の
レ
リ
ー
フ
の
あ
る
部
屋
を
好
み
、
当
時
の
写
真
を
見

る
と
、
続
き
の
間
に
当
た
る
北
側
に
、
大
き
な
風
景
写
真

を
掲
げ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
拡
大
し
て
み
る
と
、
何

と
故
郷
の
ヒ
ル
シ
ュ
ベ
ル
グ
全
景
写
真
で
あ
っ
た
。

写
真
と
同
じ
よ
う
に
見
え
る
場
所
に
は
、
デ
ラ
ラ
ン
デ

事
務
所
が
設
計
し
た
、
ド
イ
ツ
皇
帝
へ
奉
献
さ
れ
た
皇
帝

記
念
塔
が
今
も
建
っ
て
い
る
。

一
九
一
一
年
竣
工
で
、こ
れ
ま
で
は
現
地
で

も
デ
ラ
ラ
ン
デ
事
務
所
作
品
と
は
気
付
か
れ

ぬ
ま
ま
、誤
っ
て
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
施

工
業
者
名
を
設
計
者
と
し
て
看
板
表
示
さ
れ

て
い
た
が
、筆
者
に
よ
る
設
計
図
発
見
で
判
明

し
た
。最
近
改
修
工
事
が
完
成
し
、塔
上
か
ら
、

デ
ラ
ラ
ン
デ
が
北
尾
邸
で
遠
く
故
郷
を
偲
ん

だ
写
真
と
同
じ
目
線
で
確
認
も
し
て
み
た
。

デ
ラ
ラ
ン
デ
設
計
案(

落
選
案
）
に
ビ
ス
マ

ル
ク
塔
設
計
プ
ラ
ン
が
あ
っ
た
こ
と
は
、堀
内

正
昭
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
て
い
た
が
（『
東
京

都
江
戸
東
京
博
物
館
研
究
報
告
』
第
一
三
号
、

八
三
頁
）、
別
の
形
で
実
現
し
て
い
た
こ
と
は

知
ら
れ
て
い
な
い
。(

左
上
：
カ
イ
ザ
ー
記
念
塔
竣
工

当
時
、
右
上
：
ヒ
ル
シ
ュ
ベ
ル
グ
市
パ
ノ
ラ
マ
写
真
）

─ 14 ─
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④
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ま
た
一
時
期
、
デ
ラ
ラ
ン
デ
と
共
同
で
建
築
設
計
事
務
所
を
横
浜
と
東
京
で
営
ん
だ
、

チ
ェ
コ
人
建
築
家
レ
ツ
ル
（Jan

Letzel

一
八
八
〇
～
一
九
二
五
）
も
、
家
賃
を
支
払
っ
て

い
る
こ
と
（
北
尾
家
か
ら
借
家
し
て
い
た
こ
と
の
証
拠
）、
キ
ュ
ー
ト
な
可
愛
い
家
で
あ
る

と
し
、
大
変
気
に
入
っ
て
い
る
こ
と
等
を
故
郷
へ
の
手
紙
に
記
し
て
い
る
。

筆
者
の
調
査
で
、
レ
ツ
ル
は
、
一
九
〇
九
年
か
ら
デ
ラ
ラ
ン
デ
の
里
帰
り
中
、
北
尾
邸

に
住
み
な
が
ら
隣
接
地
に
建
築
設
計
事
務
所
建
物
を
設
計
、
新
築
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

り
、
建
物
内
外
の
写
真
も
み
つ
か
っ
た
。
平
屋
洋
館
の
上
に
、
二
階
三
階
を
御
神
楽
さ
れ

た
だ
け
の
北
尾
邸
を
デ
ラ
ラ
ン
デ
の
新
築
作
品
だ
と
し
て
、
当
時
の
建
築
雑
誌
が
誤
報
を

し
た
原
因
は
、レ
ツ
ル
設
計
、別
棟
・
設
計
事
務
所
の
新
築
工
事
に
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

⑧
自
邸
建
築
や
構
想
が
挿
絵
画
中
随
所
に
描
か
れ
て
い
た

北
尾
次
郎
は
自
宅
設
計
よ
り

も
先
に
、
ま
ず
自
作
の
ド
イ
ツ
語

小
説
が
あ
っ
て
、
そ
の
挿
絵
に
登

場
す
る
建
物
の
絵
に
は
既
に
そ

の
特
徴
が
描
き
込
ま
れ
て
い
た
。

四
隅
の
三
本
線
を
彫
り
込
ん

だ
柱
、
窓
上
の
旧
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。
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あ
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。
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検
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築
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あ
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。
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講
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左上：北尾次郎居住当時 息子富烈が騎乗
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か
ら
の
教
授
ス
タ
ッ
フ
で
あ
っ
た
。
材
木
の
目
利
き
で
あ
り
、
教
え
子
で
同
僚
に
も
な
っ

た
川
瀬
善
太
郎
教
授
の
息
子
稔
に
よ
れ
ば
、
川
瀬
が
「
他
人
の
家
も
よ
く
設
計
し
て
や
っ

た
。
父
の
手
が
け
た
家
は
自
分
の
住
ん
だ
家
四
軒
、
そ
の
模
様
替
や
建
増
も
よ
く
や
り
、

貸
家
を
加
え
る
と
約
十
軒
あ
り
」（『
林
業
先
人
伝
』、
四
五
七
頁
、
一
九
六
二
年
）
と
、
林

学
科
教
授
仲
間
で
は
、北
尾
に
限
ら
ず
建
築
家
同
然
の
活
躍
を
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

⑨
ヒ
ト
ラ
ー
の
終
焉
を
見
届
け
る
場
所

に
あ
っ
た
、
も
う
一
つ
の
裸
童
レ
リ
ー
フ

シ
リ
ー
ズ
の
謎

オ
ッ
ト
ー
・
レ
ッ
シ
ン
グ
ら
、
一
八

七
〇
年
代
か
ら
の
彫
塑
家
が
、
後
期
歴

史
主
義
建
築
の
華
麗
な
装
飾
を
彩
る
主

役
と
な
っ
た
。
鷗
外
も
よ
く
通
っ
た
、

一
八
七
七
年
竣
工
・
ベ
ル
リ
ン
の
カ
フ

ェ
ー
バ
ウ
ア
ー
（C

afé
B
auer

）
も
レ
ッ

シ
ン
グ
の
作
品
で
飾
ら
れ
て
い
た
。

北
尾
次
郎
の
下
絵
に
基
づ
く
レ
ッ
シ

ン
グ
や
そ
の
仲
間
の
作
品
が
他
に
も
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
作
品
集
に
例

え
ば
、
風
神
雷
神
図
の
ア
イ
デ
ア
を
裸

童
に
置
き
換
え
た
よ
う
な
作
品
が
あ
る

こ
と
か
ら
も
、
推
定
さ
れ
う
る
。
さ
ら

に
、
よ
り
強
い
類
似
性
を
認
め
ら
れ
る

の
が
、
ベ
ル
リ
ン
で
、
後
に
ヒ
ト
ラ
ー

の
総
統
官
邸
と
な
っ
た
建
物
だ
が
、
元

は
ド
イ
ツ
の
蒸
気
機
関
車
製
造
王
と
い

わ
れ
た
人
物
の
迎
賓
館
と
し
て

建
て
ら
れ
た
建
物
外
壁
だ
っ

た
。
ボ
ル
ジ
ッ
ヒ
宮
殿(Palais

B
orsig)

と
言
わ
れ
た
名
建
築

で
、
竣
工
当
初
、
一
八
八
〇
年

代
撮
影
の
外
観
写
真
で
は
、
外

壁
レ
リ
ー
フ
が
綺
麗
に
写
っ
て

い
る
。

ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
グ
門
に
近

い
、
東
ベ
ル
リ
ン
側
の
ヴ
ィ
ル

ヘ
ル
ム
通
り
と
フ
ォ
ス
通
り
の

角
に
あ
り
、
一
八
七
五
年
か
ら

七
八
年
に
か
け
建
設
さ
れ
た
。

建
築
年
代
と
し
て
は
、
写
真
集

に
あ
っ
た
、
ワ
イ
ン
ケ
ラ
ー
の
子
ど
も
た
ち
の
レ
リ
ー
フ
制
作
年
代

と
も
、
北
尾
次
郎
の
苦
学
時
代
と
も
一
致
す
る
。

設
計
者
は
、
ベ
ル
リ
ン
建
築
家
協
会
会
長
だ
っ
た
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・

ル
カ
エ
（R

ichard
Lucae

一
八
二
九
～
一
八
七
七)

。

ネ
オ
ル
ネ
サ
ン
ス
様
式
で
、
外
壁
中
央
部
に
は
、
ア
ル
キ
メ
デ
ス
、

蒸
気
機
関
の
発
明
者
ワ
ッ
ト
、
プ
ロ
イ
セ
ン
を
代
表
す
る
建
築
家
シ

ン
ケ
ル
等
、
砂
岩
に
彫
っ
た
彫
像
が
嵌
め
込
ま
れ
た
。（
写
真
上
ヴ

ィ
ル
ヘ
ル
ム
通
り
側
よ
りFoto:C

hristoph
N
eubauer

氏
提
供
）

こ
れ
ら
の
制
作
を
し
た
一
人
が
、
オ
ッ
ト
ー
・
レ
ッ
シ
ン
グ
で
あ

り
、
他
に
も
多
数
の
著
名
彫
塑
家
が
加
わ
っ
て
、
当
時
と
し
て
望
み

う
る
最
高
レ
ベ
ル
の
人
選
で
あ
っ
た
。

終戦後の総統官邸 手前角建物がボルジッヒ宮殿

ボ
ル
ジ
ッ
ヒ
宮
殿
外
壁
レ
リ
ー
フ
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こ
こ
で
は
、明
ら
か
に
一
連
の
裸
童
レ
リ
ー
フ
は
、シ
リ
ー
ズ
化
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、

そ
の
一
つ
が
ボ
ル
ジ
ッ
ヒ
宮
殿
外
装
に
使
わ
れ
、
写
真
集
に
あ
っ
た
も
の
は
、
こ
の
建
物

完
成
時
期
直
後
の
出
版
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
同
建
物
内
部
に
使
用
さ
れ
た
か
、
使
用
す

る
予
定
か
の
レ
リ
ー
フ
写
真
の
う
ち
の
二
点
で
は
な
か
っ
た
か
、
と
筆
者
は
み
て
い
る
。

一
八
八
〇
年
出
版
の
オ
ッ
ト
ー
・
レ
ッ
シ
ン
グ
の
写
真
集
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
レ
リ
ー

フ(

た
て
も
の
園
北
尾
次
郎
旧
邸
内
レ
リ
ー
フ
の
原
型
）
で
は
、
子
供
の
顔
の
表
情
と
言
う

よ
り
も
、
で
っ
ぷ
り
太
っ
た
大
人
の
顔
で
あ
り
、
贅
肉
も
つ
い
た
体
型
で
、
た
だ
頭
と
体

の
バ
ラ
ン
ス
だ
け
が
裸
童
の
よ
う
に
さ
れ
、ま
る
で
風
刺
画
に
近
い
設
定
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
ボ
ル
ジ
ッ
ヒ
宮
殿
外
壁
の
レ
リ
ー
フ
は
、
写
真
を
拡
大
し
て
み
る
と
、
北
尾
の

ワ
イ
ン
ケ
ラ
ー
の
レ
リ
ー
フ
構
図
に
あ
る
よ
う
に
低
い
椅
子
に
座
る
子
供
が
登
場
人
物

で
、
機
械
部
品
を
製
作
す
る
過
程
の
連
作
の
一
つ
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

建
物
の
外
壁
で
は
、
子
ど
も
が
演
ず
る
愛
く
る
し
い
工
場
労
働
者
の
昼
間
の
姿
が
表
現

さ
れ
、
建
物
内
側
壁
画
レ
リ
ー
フ
で
は
、
帰
宅
後
に
見
せ
る
真
の
大
人
の
姿
が
あ
っ
た
と

見
る
べ
き
だ
、
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
迎
賓
館
に
招
待
さ
れ
る
政
治
家
や
新
興
成

金
た
ち
向
け
に
、
人
の
表
と
裏
の
姿
を
裸
童
シ
リ
ー
ズ
に
込
め
る
こ
と
で
、
作
者
の
ユ
ー

モ
ア
と
皮
肉
を
感
じ
さ
せ
る
仕
掛
け
で
、
こ
の
発
想
も
実
は
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
で
あ
ろ
う
。

施
主
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ボ
ル
ジ
ッ
ヒ
本
人
は
、
建
物
外
観
完
成
直
後
に
死
亡
す
る
。

よ
っ
て
迎
賓
館
的
使
用
は
さ
れ
な
い
ま
ま
に
、
銀
行
に
な
り
、
や
が
て
ナ
チ
ス
Ｓ
Ａ(

突

撃
隊
・
エ
ス
ア
ー)

本
部
と
な
っ
た
が
、
最
後
は
シ
ュ
ペ
ー
ア
（
ベ
ル
リ
ン
建
設
総
監
）
の

計
画
に
よ
り
、ヒ
ト
ラ
ー
の
新
総
統
官
邸
の
一
部
と
な
っ
て
再
生
さ
れ
、取
り
込
ま
れ
る
。

一
九
三
八
年
一
月
一
一
日
、
ヒ
ト
ラ
ー
は
お
抱
え
建
築
家
、
シ
ュ
ペ
ー
ア
に
新
総
統
官

邸
工
事
を
た
っ
た
一
年
間
で
行
う
よ
う
命
じ
た
。

フ
ォ
ス
通
り
に
あ
っ
た
建
物
全
て
を
解
体
し
て
新
築
す
る
ナ
チ
ス
巨
大
宮
殿
の
一
角

に
、
ボ
ル
ジ
ッ
ヒ
宮
殿
だ
け
を
古
い
様
式
の
ま
ま
に
組
み
込
む
た
め
、
シ
ュ
ペ
ー
ア
は
最

大
限
の
意
匠
上
の
工
夫
を
凝
ら
し
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
承
認
を
得
る
た
め
に
、
新
旧
建
物
接
続

部
分
を
実
物
大
の
セ
ッ
ト
に
し
、
映
画
に
ま
で
撮
影
し
て
、
完
成
予
想
像
を
見
せ
て
許
可

を
得
る
ほ
ど
の
力
の
入
れ
よ
う
だ
っ
た
。そ
れ
も
こ
れ
も
レ
リ
ー
フ
の
魅
力
ゆ
え
だ
ろ
う
。

が
、
儚
く
も
第
三
帝
国
の
新
宮
殿
は
灰
燼
に
帰
し
た
。
ベ
ル
リ
ン
市
街
攻
防
戦
で
は
新

総
統
官
邸
も
、
激
し
い
空
襲
と
砲
撃
を
受
け
た
。
一
九
四
五
年
四
月
三
〇
日
、
妻
エ
ヴ
ァ

と
愛
犬
ブ
ロ
ン
デ
ィ
と
共
に
ヒ
ト
ラ
ー
が
自
決
し
た
有
名
な
地
下
壕
は
、
こ
の
建
物
の
す

ぐ
背
後
の
庭
園
内
に
あ
っ
た
。
ゲ
ッ
ペ
ル
ス
も
、
六
人
の
幼
い
子
ど
も
た
ち
と
妻
を
道
連

れ
に
こ
の
地
下
壕
で
自
殺
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
外
壁
レ
リ
ー
フ
は
終
戦
後
ま
で
、
辛
う

じ
て
そ
の
姿
を
と
ど
め
て
は
い
た
が
、
最
終
的
に
爆
破
解
体
さ
れ
た
。

ボ
ル
ジ
ッ
ヒ
宮
殿
レ
リ
ー
フ
の
裸
童
た
ち
は
、実
に
凄
惨
な
歴
史
を
眺
め
て
い
た
の
だ
。

未
来
を
予
想
す
る
か
の
よ
う
な
北
尾
次
郎
の
小
説
や
絵
画
、
空
想
力
、
科
学
者
と
し
て

の
発
明
精
神
、
法
学
者
と
し
て
の
国
家
観
、
そ
れ
に
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
可
愛
さ
と
滑
稽
が

入
り
交
じ
り
、
死
後
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
下
絵
描
き
と
し
て
手
伝
っ
た
作
品
が
、
画
家
を

志
し
た
第
三
帝
国
の
孤
独
な
主
人
の
心
ま
で
を
も
捉
え
て
い
た
と
し
た
ら
、
北
尾
次
郎
の

挿
絵
画
が
持
つ
、一
種
独
特
な
世
界
の
意
味
が
よ
り
深
い
も
の
に
思
え
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

⑩
宗
教
か
ら
の
自
由

墓
石
も
北
尾
次
郎
作
品
だ
っ
た

当
時
、
新
帰
朝
者
で
、
西
洋
人
を
妻
と
し
た
日
本
人
男
性
の
多
く
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒

と
な
っ
て
い
た
が
、
北
尾
次
郎
は
夫
婦
と
も
、
仏
教
に
も
キ
リ
ス
ト
教
に
も
帰
依
せ
ず
、

葬
儀
は
神
式
で
な
さ
れ
た
。
北
尾
次
郎
最
後
の
作
品
が
、
自
分
自
身
の
墓
石
で
あ
る
。

王
の
棺
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
墓
石
の
下
、
青
山
の
玉
窓
寺
に
一
家
は
眠
っ
て
い
る
。

お
わ
り
に

ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
研
究
で
は
、
西
洋
人
の
手
に
よ
っ
て
「
選
び
取
ら
れ
た
日
本
」(

馬
渕
）

が
作
り
出
し
た
作
品
が
、
日
本
人
へ
の
新
た
な
刺
激
的
作
品
と
し
て
示
さ
れ
、
こ
れ
を
解

釈
、
分
析
し
て
い
く
中
で
、
日
本
人
が
ま
た
日
本
と
西
洋
の
両
方
の
文
化
を
理
解
し
て
い

く
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
プ
ロ
セ
ス
が
想
定
さ
れ
て
い
る
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。
北
尾
次
郎
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と
は
、
デ
ザ
イ
ン
の
相
互
往
還
に
於
け
る
創
造
行
為
を
、
科
学
者
に
し
て
、
文
学
者
、
芸

術
家
で
も
あ
っ
た
複
合
的
視
点
か
ら
発
揮
し
続
け
た
人
物
、と
評
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

十
代
前
半
で
プ
ロ
イ
セ
ン
に
送
ら
れ
、
政
府
派
遣
の
官
費
留
学
生
と
し
て
、
将
来
を
約

束
さ
れ
て
い
た
は
ず
が
、
二
年
目
に
起
き
た
、
海
外
留
学
生
淘
汰
に
よ
り
、
文
字
通
り
大

海
に
放
り
出
さ
れ
、
ド
イ
ツ
人
の
好
意
を
頼
み
に
、
持
て
る
才
能
を
フ
ル
に
発
揮
し
て
、

留
学
費
用
を
稼
い
だ
日
々
が
変
わ
っ
た
芸
術
を
生
み
、
オ
ッ
ト
ー
・
レ
ッ
シ
ン
グ
ら
オ
ー

ナ
メ
ン
ト
作
家
の
作
風
に
も
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
は
大
い
な
る
影
響
を
与
え
て
い
っ
た
。

抜
群
の
記
憶
力
が
、
写
生
で
は
な
く
、
記
憶
の
引
き
出
し
の
中
か
ら
、
想
像
力
だ
け
で

日
本
や
ド
イ
ツ
の
細
か
い
イ
メ
ー
ジ
を
組
み
合
わ
せ
、
作
品
化
す
る
原
動
力
と
な
っ
た
。

四
書
五
経
を
は
じ
め
と
す
る
漢
学

を
マ
ス
タ
ー
し
、
外
国
語
を
学
び
、

理
数
系
科
目
を
完
全
に
も
の
に
し
た

こ
と
で
、
ゲ
ー
テ
や
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
た

ち
の
天
才
レ
ベ
ル
に
ま
で
近
づ
い
た

の
が
北
尾
次
郎
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

現
代
の
我
々
は
、
幼
児
期
か
ら
、

何
か
一
つ
の
分
野
に
集
中
し
て
、
身

を
立
て
る
よ
う
に
教
育
さ
れ
る
が
、

北
尾
次
郎
の
時
代
は
、
ま
だ
日
本
で

も
学
制
が
確
立
し
て
お
ら
ず
、
西
洋

文
化
を
学
ぶ
と
い
う
大
義
名
分
の
下

に
、
物
理
学
者
で
あ
り
な
が
ら
、
美

術
や
音
楽
も
学
ば
さ
せ
ら
れ
、
博
士

号
を
取
っ
て
か
ら
も
、
新
分
野
を
次

々
開
拓
し
て
い
っ
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
伝
統
的
な
、
百
科
全
書
的
教
養
人
の
育
て
ら
れ
方
が
、
彼
独
特
の
ジ
ャ

ポ
ニ
ス
ム
開
花
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。

北
尾
次
郎
は
そ
の
後
も
ド
イ
ツ
人
妻
と
の
生
活
、
一
人
息
子
と
の
間
も
全
て
ド
イ
ツ
語

だ
け
で
や
り
と
り
し
あ
う
関
係
を
続
け
、
明
治
時
代
と
し
て
は
珍
し
い
、
ド
イ
ツ
語
だ
け

で
暮
ら
す
家
族
で
あ
っ
た
。
新
帰
朝
者
と
し
て
、
帰
国
後
、
日
本
に
再
び
同
化
す
る
こ
と

を
、日
本
語
を
使
わ
な
い
こ
と
で
拒
絶
し
続
け
た
半
生
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
出
来
よ
う
。

彼
に
と
っ
て
の
創
作
活
動
と
は
、
敢
え
て
日
本
文
化
の
外
に
身
を
置
く
こ
と
か
ら
始
ま

り
、
小
説
も
、
絵
画
も
、
建
築
設
計
も
、
発
想
が
沸
い
て
く
る
ス
タ
イ
ル
で
あ
っ
た
。

ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
を
応
用
し
て
名
作
に
仕
上
げ
た
外
国
人
巨
匠
は
数
多
存
在
し
て
も
、
東

大
教
授
で
あ
り
な
が
ら
、
ド
イ
ツ
語
で
考
え
、
ド
イ
ツ
語
小
説
を
書
き
、
同
時
に
ジ
ャ
ポ

ニ
ス
ム
絵
画
作
品
を
作
り
続
け
た
例
な
ど
、
後
に
も
先
に
も
彼
一
人
し
か
い
な
い
。

北
尾
次
郎
は
、
こ
れ
ら
大
量
の
作
品
を
、
家
族
の
た
め
だ
け
に
書
い
た
と
み
ら
れ
る
記

述
を
『
森
の
女
神
』
冒
頭
に
残
し
て
い
る
。
息
子
・
富
烈
が
、
自
ら
所
長
を
務
め
て
い
た

横
浜
生
糸
検
査
場
倉
庫
に
保
管
し
て
い
た
こ

と
で
戦
災
か
ら
も
免
れ
た
。
手
書
き
原
稿
と

挿
絵
が
一
緒
に
製
本
さ
れ
た
当
時
の
状
態
の

ま
ま
、
百
年
以
上
も
経
過
し
て
い
る
が
、
退

色
も
少
な
く
、色
彩
鮮
や
か
な
ま
ま
で
あ
る
。

(

写
真
下
：
帯
の
デ
ザ
イ
ン
）

た
だ
し
、
製
本
さ
れ
て
い
る
た
め
、
絵
だ

け
を
抜
き
出
し
て
の
展
示
に
は
向
か
な
い
。

ま
る
で
北
尾
次
郎
は
こ
う
な
る
こ
と
を
予

想
し
て
い
た
か
の
よ
う
に
『
森
の
女
神
』
は
、

こ
れ
か
ら
も
永
久
に
故
郷
の
県
立
図
書
館
書

庫
で
、人
知
れ
ず
眠
り
続
け
る
運
命
な
の
だ
。

北
尾
次
郎
の
ノ
ー
ト
よ
り

─ 18 ─
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Zusammenfassung von Takehiko Hirose;"Diro Kitao und sein Japonismus"

Dr. Diro Kitao (1856-1907) war ein Professor an der
Tokio Universität, an welcher sich während der "Meiji-Zeit"
die bedeutendsten Köpfe Japans versammelt hatten.
Seine Fachgebiete war Physik und Mathematik,

Meteorologie und Forstwirtschaft. Im Jahre 1870 im Alter
von nur 14 Jahren wurde es ihm ermöglicht in Deutschland
auf dem Gebiet der Physik zu studieren.
Er erfand das Testgerät für Farbenblindheit (Leukoskop),

und erlangte den Doktortitel an der Universität Göttingen im
Alter von 21.
Sein Aufenthalt in Deutschland währte bis 1882.

Seine Frau stammt aus Altranft, heute ein Ortsteil der Stadt
Bad Freienwalde (Oder).

Er hatte auch vielfältige Talente auf dem Gebiet der Kunst,
hier speziell die Malerei und Illustration und betätigte sich
auch als Schriftsteller.
Als Japaner beherrschte er die deutsche Sprache perfekt und schrieb in Deutsch Romane und

Märchen.
Eins seiner bekanntesten Werke war der Roman "Waldnymphe", welcher ca. 5500 Seiten hatte.

Er illustrierte seinen Roman auch selbst. Er enthielt über 1000 Illustrationen.
In diesem Katalog will der Autor diese Illustrationen vorstellen. Sie sind beeinflusst von vom

Zeitgeist des Japonismus und verfügen über eine hohe Ästhetik.
1880 war der Japonismus in Deutschland noch nicht sehr verbreitet und kam erst später in Mode.

1892 projektierte er seine eigene Villa in Tokio und verwendete hierfür von ihm selbst
entworfene Bauornamente.
Diese Bauornamente waren bereits 1880 in einem von Otto Lessing herausgegebenen Buch mit

Fotos von gesammelten Bauornamenten zu sehen. Trotzdem Dr. Kitao kein Malereistudium
absolviert hatte, war sein Talent auf diesen Gebiet ausserordentlich.

Der Autor geht in seinem Buch auch auf die intensive künstlerische Beziehung zwischen dem
Schriftsteller Ogai Mori und Diro Kitao ein.
Diese waren von 1889 und 1890 verantwortliche Redakteure bei der in deutscher Sprache

herausgegebenen Zeitschrift "Von West nach Ost", welche in Tokio erschien.
Dr. Diro Kitao schrieb auch naturwissenschaftliche Artikel.
Selbstverständlich ist auch das Titelbild dieses Buches von Diro Kitao.
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　この絵は、北尾次郎が森鷗外と共にドイツ語文藝雑誌『東漸雑誌』（"Von West 
nach Ost") 編集をしていたことから、『舞姫』作中のエリスを描いたとも見られるもの。

「戸の内は廚にて右手の低き窓に眞白に洗ひたる麻布を懸け左には粗末に積上げたる煉
瓦の竈あり」（『舞姫』）

─ 21 ─

なお、本書で使用したイラストは全て、北尾次郎が留学当時に記事を投稿していた、
月刊誌 "Westermann’s illustrierte deutsche Monatshefte",1877 の中にあった、

彼の作品とみられるものを使用した。

北尾次郎挿絵作品集
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　鷗外の短編『妄想』に、或は彼の日在海岸の別荘へ与えた影響を考察するのに面白
い作品である。北尾次郎の挿絵には、松材を製材せず、伐採した状態のままで建てた、
空想上の家を舞台とする作品が多い。また、鷗外は北尾次郎の絵から啓示を受けたか
のように小さな家を作中に描写している。

「砂山の上に、ひよろひよろした赤松が簇がつて生えてゐる。余り年を経た松ではない。
海を眺めてゐる白髪の主人は、此松の幾本かを切つて、松林の中へ嵌め込んだやうに
立てた小家の一間に据わつてゐる」（『妄想』）
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